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当該都道府県の区域内の改良済道路の延長
全国の改良済道路の延長

一
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
制
度
の
概
要

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
は
、
道
路
交
通
法
附
則
第

十
六
条
の
規
定
に
よ
り
交
通
反
則
通
告
制
度
に
基
づ
き
納

+

+

付
さ
れ
る
反
則
金
収
入
を
原
資
と
し
、
地
方
公
共
団
体
が

弾獄欝斯誇薊協狡樋嫉喰翳澱め搬罐汲隷瀦纈勲燬

“
-“

ー
ー,

ー
ー,

び
市
町
村
に
交
付
し
て
い
る
。

×

×

×

具
体
的
な
使
途
と
し
て
は
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付

金
等
に
関
す
る
政
令
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
信
号
機
等

や
横
断
歩
道
橋
等
の
設
置
費
用
等
に
充
て
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

二

当
該
交
付
金
の
算
定
方
法

当
該
交
付
金
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

1

都
道
府
県
基
準
額
の
算
定
方
法

交
付
金
総
額
を
人
口
集
中
地
区
人
口
、
交
通
事
故
発
生

件
数
及
び
改
良
済
道
路
延
長
を
配
分
指
標
と
し
て
･
そ
れ

俺
当該都道府県における交通事故の発生件数
全国の交通事故の発生件数

当該都道府県の人口集中地区人口
全国の人口集中地区人口

交付時期ごとの交付金の総額 X

ぞ
れ
1

"
2

"
1
の
割
合
に
よ
り
算
定
す
る
。

都道府県基準額

道路局路政課

褻週糜釜麺鷲特馴褻同禽篝幅
開漸る檄禽⑭一部を
　　　　　　　　　　



2

指
定
都
市
基
準
額
の
算
定
方
法

各
都
道
府
県
基
準
額
を
人
口
集
中
地
区
人
口
、
交
通
事

故
発
生
件
数
及
び
改
良
済
道
路
延
長
を
配
分
指
標
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
1

"
2

…
1
の
割
合
で
算
定
す
る
。

+

+

、
｣

2
一4

1
一4

1
一4

X

X

X

3

市
町
村
基
準
額
の
算
定
方
法

各
都
道
府
県
基
準
額
か
ら
指
定
都
市
基
準
額
を
控
除
し

た
額
を
人
口
集
中
地
区
人
口
、
交
通
事
故
発
生
件
数
及
び

改
良
済
道
路
延
長
を
配
分
指
標
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
1
…

2

…
1
の
割
合
で
算
定
す
る
。

十

十

1
J

　　 　 　　
関係都道府県の指定都市以外の市覇が管理する改良;斉道路の延長の合曾T

X T -〕

(関係都道府県の都道府県基準額-関係都道府県の園或内の指定都市の指定都市基準額の合算額)×
当該市町村における交通事故の発生件数

関係都道府県の指定都市以外の市町村における交通事故の合計数
2
一4

1
一4

1
一4

当該市町村の人口集中地区人口

関係都道府県の指定都市以外の市町村の人口集中地区人口の合計数

当該市町村が管理する改良済道路の延長

X

X

X

指定都市交付額

4

各
団
体
の
交
付
額

2
の
指
定
都
市
基
準
額
の
四
分
の
三
を
指
定
市
に
、
3

の
市
町
村
基
準
額
の
三
分
の
一
を
市
町
村
に
、
そ
の
余
を

都
道
府
県
に
交
付
す
る

(図
1
参
照
)。

個
別
市
町
村
の
交
付
額
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図

指定都市基準額

関係都道府県の都道府県基準額 X
当該都市における交通事故の発生件数

関係都道府県における交通事故の発生件数

当該指定都市の人口集中地区人口
関係都道府県の人口集中地区人口

当該指定都市の区域内の改良済道路の延長
関係都道府県の区域の改良済道路の延長

市町村基準額



3

改
正
理
由

道
路
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
、
｢指
定
市
以
外

の
市
は
、
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び

第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、都
道
府
県
に
協
議
し
、

そ
の
同
意
を
得
て
、
当
該
市
の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
の

管
理
で
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
行
う
べ
き
も
の
並
び
に
当
該

市
の
区
域
内
に
存
す
る
都
道
府
県
道
の
管
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
｣
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
現
行
の
制
度
に
お
い

て
は
、
本
規
定
の
適
用
が
あ
っ
た
場
合
、
指
定
市
以
外
の

市
が
指
定
区
間
外
国
道
又
は
都
道
府
県
道
を
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
都
道
府
県
が
管
理
す
る
改
良
済
道
路
延
長
が
短

く
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
都
道
府
県
に
交
付
す
る

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
額
が
従
前
と
変
わ
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
分
の
交
付
金
を
当
該
市
に
配
分
す

る
こ
と
に
よ
り
、交
付
額
の
適
正
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

4

改
正
内
容

道
路
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
市
以

外
の
市
が
指
定
区
間
外
国
道
又
は
都
道
府
県
道
を
管
理
す

る
場
合
、
都
道
府
県
に
交
付
す
べ
き
当
該
交
付
額
か
ら
、

指
定
区
間
外
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
管
理
を
行
う
市
に

加
算
す
る
算
定
式
を
追
加
す
る
。

《加
算
す
べ
き
交
付
額
の
算
出
の
考
え
方
》

現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
の
都
道
府
県

基
準
額
か
ら
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
指
定
都
市
の
指

定
都
市
基
準
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
を
市
町
村
基
準

額
の
合
算
額
と
し
、
市
町
村
基
準
額
の
合
算
額
に
三
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
指
定

都
市
以
外
の
市
町
村
に
交
付
す
べ
き
交
付
額
の
総
額
に
し

て
お
り
、
残
り
の
三
分
の
二
を
当
該
都
道
府
県
に
交
付
す

べ
き
交
付
額
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
都
市
基
準
額
の
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
を
当
該
都
道
府
県
に
交
付
し
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会

が
設
置
す
る
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に
充
て
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
町
村
基
準
額
の
合
算
額
の
一
二
分
の
五
が
道
路

管
理
者
と
し
て
の
当
該
都
道
府
県
に
交
付
す
べ
き
交
付
額

の
総
額
で
あ
る
と
し
、
こ
の
額
を
当
該
都
道
府
県
の
区
域

内
に
あ
る
指
定
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
毎
に
、
人
口
集

中
地
区
人
口
、
交
通
事
故
発
生
件
数
及
び
改
良
済
道
路
延

長
を
配
分
指
標
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
1
…
2

"
1
の
割
合

で
按
分
し
、
移
管
さ
れ
た
改
良
済
道
路
延
長
分
を
乗
じ
る

こ
と
と
し
た

(図
2
参
照
)。

+

+

(関係都道府県の都道府県基準額- 関係都道府県の区域内の指定都市の指定都市基準額の合算額) ×一里一×
12

当該南における交通事故の発生件数

関係都道府県の指定都市以外の市町村における交通事故の合計数

当該市の人口集中地区人口

関係都道府県の指定都市以外の市町村の人口集中地区人口の合計数

当該市の区域内の改良済道路幅定区間外国道及び都道府県道に限る)の延長ロ久 " ′ ‐′･ し

関係都道府県解纜肺以外の区域内の改良}斉道路(指定区間外国道及び都道府県道に限る)の延長の合計 × T〕×

当該市が管理する改良済道路 (指定区間外国道及び都道府県道に限る)の延長
当該市の区域内の改良済道路幅定区間外国道及び都道府県道に限る)の延長
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1
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1
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現行通り,都道府漿に配分された交付金の使途は、都滋府嬢が自主的に決定

図 2

こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
と
指
定

市
以
外
の
市
と
の
交
付
割
合
に

施 5 変 市 こ 一

気浅施
更 以 れ 項 な

　 　 　 　　　　　
　 　 　　　　　
　　 　　　　

な
お
、
道
路
法
第
十
七
条
第



交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
等
に
関
す
る
政
令
の
一部
を
改
正
す
る
政
令

新
旧
対
照
条
文

改

正

案

現

行

(交
付
金
の
額

)

第
四
条

毎
年
度
、
法
附
則
第
十
八
条
第
一
項
の
交
付
時
期

(以
下

｢交
付
時
期
｣

と
い
う
。
)
ご
と
に
各
都
道
府
県
に
交
付
す
べ
き
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

(

以
下

｢交
付
金
｣
と
い
う
。
)
の
額
は
、
当
該
都
道
府
県
の
都
道
府
県
基
準
額
か

ら
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市

(特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
町
村
に
つ

い
て
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額

(第
六
項
の
規
定
に
よ

り
交
付
金
を
交
付
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
市
町
村
に
係
る
額
を
除
く
。
)
の
合
算

額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

2

毎
年
度
、
交
付
時
期
ご
と
に
各
指
定
都
市
に
交
付
す
べ
き
交
付
金
の
額
は
、
当

該
指
定
都
市
の
指
定
都
市
基
準
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
に
千

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
)
と
す
る
。

3

毎
年
度
、
交
付
時
期
ご
と
に
指
定
都
市
以
外
の
各
市
町
村
に
交
付
す
べ
き
交
付

金
の
額
は
、
次
の
式
に
よ
っ
て
算
定
し
た
額

(そ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
)
と
す
る
。

(交
付
金
の
交
付
の
基
準
)

第
四
条

毎
年
度
、
法
附
則
第
十
八
条
第
一
項
の
交
付
時
期
ご
と
に
、
各
都
道
府
県

及
び
市
町
村

(特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
に
交
付
す
べ
き
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金

(以
下

｢交
付
金
｣
と
い
う
。
)
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
号

に
定
め
る
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
は
切
り
捨
て

る
も
の
と
す
る
。

一

都
道
府
県

当
該
都
道
府
県
の
都
道
府
県
基
準
額
か
ら
当
該
都
道
府
県
の
区

域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
こ
の
頃
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額

(第

三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
金
を
交
付
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
市
町
村
に
係
る
額

を
除
く
。
)
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額

二

指
定
都
市

当
該
指
定
都
市
の
指
定
都
市
基
準
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得

た
額

三

指
定
都
市
以
外
の
市
町
村

当
該
市
町
村
の
市
町
村
基
準
額
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額



市町村における交通事故の発生件数 2

　　　　
以外の市町村における交通事故の発生件数の合計数 4 関係

当該市町村の人口集中地区人ロ
×

都道府県の指定都市以外の市町村の人口集中地区人口の合計数

4 関係都道府県の指定都市以外の市町村が管理する市町村道に

道路の延長 1

当該市における交通事故の発生件数 2
　 　　

都市以外の市町村における交通事故の発生件数の合計数 4
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縞
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汁
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が
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圃
饌
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眠
鰓
計
3
図
轉
計
3
ー
潴
圓
祿
沖
鱗
幾
徳
滋
漏
岡
内
宗
が
洋

崗
誘
瀰
祿
内
漱
が
瓣
締
農
園
義
3
濶
灘

5

前
各
項
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　

　
都
道
府
県
基
準
額

各
都
道
府
県
ご
と
に
次
の
式
に
よ
っ
て
算
定
す
る
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
金
額
は
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
当
該
切
り
捨
て
た
端
数
金
額
の
合
算
額
は

、
そ
の
算
定
さ
れ
た
都
道
府
県
基
準
額
が
最
も
少
額
で
あ
る
都
道
府
県
の
都
道

府
県
基
準
額
に
加
算
す
る
。

6
濃
籍
聡
輝

X

LF
十

脹
穗
藝
祿
滋
經
3
>
□
絲
暑
基
函
>
□

×

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

指
定
都
市
基
準
額

各
指
定
都
市
ご
と
に
次
の
式
に
よ
っ
て
算
定
す
る
も
の

と
す
る
。

2

前
項

に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

都
道
府
県
基
準
額

各
都
道
府
県
ご
と
に
次
の
式
に
よ
っ
て
算
定
す
る
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
金
額
は
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
当
該
切
り
捨
て
た
端
数
金
額
の
合
算
額
は

、
そ
の
算
定
さ
れ
た
都
道
府
県
基
準
額
が
最
も
少
額
で
あ
る
都
道
府
県
の
都
道

府
県
基
準
額
に
加
算
す
る
。

3
淑
陦
容
礬

X

｣wl
十

態
爵
戟
磁
蕊
遍
3
>
□
綿
廿
番
図
>
□

×

蝉

ぬ

欝
回
3
>
□
縞
母
基
同
>
□

二

指
定
都
市
基
準
額

各
指
定
都
市
ご
と
に
次
の
式
に
よ
っ
て
算
定
す
る
も
の

と
す
る
。



　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

-
-
+

×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　
　
　

　　　
　　　ゆ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
交
付
す
べ
き
交
付
金
の
額
を

算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
年
度
の
九
月
に
交
付
す
べ
き
交
付
金
の
額
が
二

十
五
万
円
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
る
市
町
村
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
年
度
に
お
い

て
は
、
当
該
市
町
村
に
対
し
て
は
、
交
付
金
を
交
付
し
な
い
。

7

こ
の
条
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

指
定
都
市

地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
百
五

十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。

二

関
係
都
道
府
県

当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
を
い
う
。

ロ

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

X
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I
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ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

琳
3
叢
酔
寮
輝

ぶ

濶
嘉
洩
鰍
卦
輝
3
>
□
線
暑
基
叔
>
　

+

×

ー
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三

市
町
村
基
準
額

指
定
都
市
以
外
の
各
市
町
村
ご
と
に
次
の
式
に
よ
っ
て
算

定
す
る
も
の
と
す
る
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　　
　　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

x

ー
ー
十
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l
l
-

□

▲

翁
鶴
瀬
緬
3
轟
刊
麟
群
舞
率
3
誘
導
盪
3
>
□
薄
暑
基
図
>
□
3
中
型
捧

　

　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

前
二
項

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
交
付
す
べ
き
交
付
金
の
額
を

4
▲ 算

定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
年
度
の
九
月
に
交
付
す
べ
き
交
付
金
の
額
が
二

十
五
万
円
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
る
市
町
村
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
年
度
に
お
い

て
は
、
当
該
市
町
村
に
対
し
て
は
、
交
付
金
を
交
付
し
な
い
。

こ
の
条
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

指
定
都
市

地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
百
五

十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。

二

関
係
都
道
府
県

当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
を
い
う
。



三

交
通
事
故
の
発
生
件
数

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
及
び
前
々

年
に
発
生
し
た
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
車
両
等
の
交
通
に
よ

り
人
の
死
傷
が
生
じ
た
交
通
事
故
の
件
数
を
合
算
し
た
も
の
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
数
値
を
い
う
。

四

人
口
集
中
地
区
人
口

最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
人

口
を
い
う
。

五

改
良
済
道
路

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
四
月
一
日

以
前
に
お
い
て
道
路
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
供
用
の
開
始
が
あ
っ

た
道
路

(総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)
の
う
ち
、
道
路
構
造
令

(昭

和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
)
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

を
い
う
。

8

第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
改
良
済
道
路
の
延
長
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

(廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
措
置
)

第
九
条

市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
(都
道
府
県
の
境
界
に
わ
た
っ
て
市

町
村
の
設
置
又
は
境
界
の
変
更
が
あ
っ
た
た
め
の
都
道
府
県
の
境
界
変
更
を
含
む

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
第
七

項
第
三
号
に
規
定
す
る
交
通
事
故
の
発
生
件
数
の
算
定
の
基
礎
と
し
て
用
い
る
交

通
事
故
の
発
生
し
た
年
又
は
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
人
口
集
中
地
区
人
口
の
算

定
の
基
礎
と
し
て
用
い
る
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
た
年
の
い
ず
れ
か
早
い
年
に
お
い

て
既
に
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、

同
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
交
付
金
の
額
を
当
該
都

道
府
県
又
は
市
町
村
に
交
付
す
る
。

三

交
通
事
故
の
発
生
件
数

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
及
び
前
々

年
に
発
生
し
た
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
車
両
等
の
交
通
に
よ

り
人
の
死
傷
が
生
じ
た
交
通
事
故
の
件
数
を
合
算
し
た
も
の
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
数
値
を
い
う
。

四

人
口
集
中
地
区
人
口

最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
人

口
を
い
う
。

五

改
良
済
道
路
の
延
長

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
四
月
一
日

以
前
に
お
い
て
道
路
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
供
用
の
開
始
が
あ
っ

た
道
路

(総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)
の
う
ち
、
道
路
構
造
令

(昭

和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
)
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
延
長
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
も
の
を
い
う
。

(廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
措
置
)

第
九
条

市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
(都
道
府
県
の
境
界
に
わ
た
っ
て
市

町
村
の
設
置
又
は
境
界
の
変
更
が
あ
っ
た
た
め
の
都
道
府
県
の
境
界
変
更
を
含
む

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
第
四

項
第
三
号
に
規
定
す
る
交
通
事
故
の
発
生
件
数
の
算
定
の
基
礎
と
し
て
用
い
る
交

通
事
故
の
発
生
し
た
年
又
は
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
人
口
集
中
地
区
人
口
の
算

定
の
基
礎
と
し
て
用
い
る
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
た
年
の
い
ず
れ
か
早
い
年
に
お
い

て
既
に
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、

同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
交
付
金
の
額
を
当
該
都

道
府
県
又
は
市
町
村
に
交
付
す
る
。



平
成
一
七
年
度
道
路
梵
週
管
理
統
計
の
概
要

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
調
整
係
長

斎
藤

清

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
は
じ
め
に

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
全
国
の
道
路
に
お
け
る

道
路
の
管
理
体
制
、
道
路
管
理
施
設
の
整
備
状
況
等
の
道

路
交
通
管
理
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即
し

た
望
ま
し
い
道
路
交
通
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
の
対
象
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定

さ
れ
、
道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
道
路
を

対
象
と
し
て
お
り
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車

道
等
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

-道
路
管
理
の
現
況

一

･
道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

･
道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

･
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
実
績

･道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

一
異
常
気
象
時
の
対
応

-

･
道
路
災
害
の
発
生
状
況

･異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

･
異
常
気
象
時
の
警
戒
･
緊
急
体
制
の
発
動
実
績

･
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
実
績

一
連
法
車
両
の
取
締
り
等

｢

･車
両
取
締
り
機
器
等
の
設
置
状
況

･
道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重
量
等
の
制
限
の
状
況

･
特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

･
路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

二

平
成
一七
年
度
道
路
変
通
管
理
統
計
の
概
嚢

1

道
路
管
理
の
現
況

道
路
交
通
管
理
統
計
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
の
現
況

を
知
る
た
め
、
道
路
の
管
理
体
制
、
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

《道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
》

道
路
情
報
管
理
施
設
と
は
、
道
路
管
理
者
が
安
全
か
つ

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
又
は
道
路
利
用
者
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装

置
、
車
両
監
視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設

等
が
含
ま
れ
る
。



の

道
路
情
報
板
等
の
設
置
状
況

平
成
一
八
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

備
状
況
は
、
道
路
情
報
板
が
二
万
一
、
四
一
八
基
と
最
も

多
く
、
路
側
放
送
は
五
七
七
区
間
、
ビ
ー
コ
ン
は
二
、
九

一
六
基
等
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
に
お
い
て
は
、
高
速
道

路
や
有
料
道
路
な
ど
に
お
け
る
路
側
放
送
や
ビ
ー
コ
ン
と

い
っ
た
、
よ
り
高
度
な
道
路
情
報
提
供
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
施
設
全
体
と
し
て
は
、
前
年
度
並
み
の
設
置

状
況
に
あ
る

(表
1
、
図
1
参
照
)。
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気
象
観
測
装
置
の
設
置
状
況

平
成
一
八
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

備
状
況
は
、
雨
量
計
が
七
、
三
九
二
基
、
温
度
計
が
六
、

0
九
五
基
、
風
速
計
が
二
、
四
三
四
基
等
と
な
っ
て
お
り
、

積
雪
深
計
は
前
年
度
か
ら
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
気
象

観
測
装
置
全
体
と
し
て
は
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る
(表
2
、

図
2
参
昭
望

2

異
常
気
象
時
の
対
応

概

《異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制
実
施
に
つ
い
て
》

拝

豪
雨
、
地
震
等
の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
･
道
路
の
構

鑓

造
を
保
全
し
･
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
･
各

勤

道
路
管
理
者
は
、
通
行
規
制
基
準
、
通
行
規
制
区
間
を
定

皺

め
、
事
前
の
通
行
規
制
を
実
施
し
て
い
る
o

蹄

平
成
一
七
年
度
の
通
行
規
制
実
績
は
、
通
行
止
回
数
で

道

八
･
六
四
二
件
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
豪
雨
に
よ
る
も
の

粛

が
五
、
一
言
八
件
と
全
体
の
約
六
一
%
を
占
め
、
次
い
で

(平成 18年 4月 1日現在)
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園
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Q

通
達

燻 型D 饅 確光武 猾 トンネル その他 舒 トンネル その他 8f 料金所 縦 計高 速 自 動 車 国 選 ×̂) 戦
…
o 纖 鱗 釧 =̂〉 鯛 纖 桝 鸚 Û 颯 鰤 留 勒 戚

本 州 四 国 連 続 滝 鷁 "̂〉 " AV 瀦 149 " ×̂〉 " 隨 “ % 36 22 総 ?し 18 .○
都 市 高 速 遺 鰡 nv =̂) “ 鰡 鰡 州 脇 臘 840 鱗 娯 … 硼 纖 鱒 騰 19

国-
l職 定 区 岡 内

遺艘 l指 定 区 間 外
乾 74 芻 纖 躍 総 燃 纖 彌 彌 ㈱儀 nY 鰡 臘 臘 472 桝
160 341 臘 州 競 956 郎 廓 243 閼 397 ○̂ 22 惚 断

郎 滋 府 県 道 鮖 鵺 2-408 燃 6付知 ㈱ 220 “ 慨 解 擬 .○ RV B̂ 23 ng 809
市 町 村 頭 102 乾 622 鱒 1-鮎 満 滌 323 穣 筋 217 OY 4◆ a触 “̂ ノb “

轆膿も極廓綴 =̂〉 麟 =̂) 緘 緘 麒 nY 194 鵺 労 7,即 0̂ 飢 鰓 20 230 89
" 98 97 "‘朝 … 郷 24 籤 609 284 勘 634 烟 798 筋 Û 374

" 474 祕 鱗 鰍 癜 嫌 瑚 鰡-厩 ハフム範夙 鱗 端 約 鰔 鱸 677 猟 箱注の施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
(2)道路情報板の種類は、 ｢道路情報装置の規格について｣ (昭和47年9月27日付け建設省道企発第52号道路局企画課長通達)を基に、下記の区分とした。
A 型 :オーバーヘッド型式のもの。 B 型 :驚倒設置型で表示幕により表示するもの。
C 型 :路側設置型で表示板により表示するもの。
電光式 :オーバーヘッド型、路側設置型といった型式にかかわらず、電球又はL E Dにより文字を形成するもの。
(3)警報表示板は、専らトンネル内事故、雪崩等災害の発生を表示するものを、トンネル内事故発生を表示するため設置したものとその他のものを区別して計上した。
(4)車両監視用テレビは、道路交通の状態を監視するため設置したテレビカメラで、トンネル内の状態を監視するためのものとその他のものを区別して計上した。
(5)路側放送劇ま、路側に設置された中波放送機 (モノポールアンテナ、誘導通信ケーブル)により、車載のカーラジオを通じて、道路交通情報を常時提供でき
るシステムをいい、中破放送機1基の放送区間を1箇所とし、同一区間であっても、 2基の放送機によって上下線で異なる放送を行っている場合は、 2箇所と
して計上した。
(6)ビーコンとは、 V I C S (道路交通情報通信システム :電波を用いて、リアルタイムで道路交通情報等運転者が必要とする情報を車載のコンピュータに提供
するシステム)における発信器として、道路管理者が路側に設置したものをいう。

　　
　
　　
　

5

0

5

図

道路情報板 警告表示板 車両監視用テレビ 交通量測定器 路側放送

道路情報管理施設等の設置状況 (平成 18年 4月 1日現在)

ビーコン 道路交通遮断装置
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表2 気象観測装置の設置状況 (平成 18年 4月 1日現在)

演酪瀰檄

的鰹計 胆度計 縦樹液計 弼南波鮎観消費撥 鼓邁訃 根毛川狂言観測賀躍選路管理者戟盪
自動伝達その他

その娘の
者の毀鑪 肝 自動信速その他 著 自動伝達その惚 8f 自動伝達その徳 計 目筋伝達その轤 計 自動伝達その他 針

高 速 自 動 車 国 道 790 0 0 790 928 0 928 'G7 リ6 2l3 809 2 81- 682 0 “2 36l 0 361

本州四国幽静道筋 14 0 0 l4 21 0 れ 0 0 0 23 0 23 " 2 25 l8 0 l8

野 市 高 速 辺 酪 40 0 0 40 103 0 103 17 0 " 74 0 74 61 0 5t 95 0 95

. ｣揃定区間内
道数 l指 定 区 間 外

l,237 37 ‘8 も322 1-第0 292 も672 744 6S 8的 888 74 靴 7lo 23 733 i70 I 1BO

l65 338 697 知 40$ a79 も281 44G 66 502 3l】 46 357 98 37 135 49 2 6l

都 滋 府 県 道 4:9 1綿 -,307 l君斜 fiOR 9$ も463 591 =4 735 426 103 628 ね2 73 285 2l6 39 254

市 町 村 道 401 422 -,4ll 2,234 23l 263 ･l97 u6 222 337 68 27 95 188 132 320 0 1 I

報 l襄逮ぬ‐晶公賓
蹄湖地方道難公れ

90 0 0 9O 93 0 93 !0 0 lo "" 0 l館 “ 0 ?? 2‘ 0 24

97 36 6 138 68 46 13" I2 = 23 “ i3 81 l06 20 l26 143 9 l62

“◆ 3,283 771 3-368 7‘392 3,660 2,435 も095 象約2 6筒 2,“6 名773 26S 3,0約 2護.“ 287 2,434 1,鱒4 62 Ll36

(基)

注(1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
(2)自動伝達式刻ま、テレメータ等により、自動的に道路管理者の事務所等に観測結果を伝達するものをいう。
(3)視程障害観測装置とは、透過率計、 IT V等の銹、吹雪等による視程障害の程度を観測する装置をいう。
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高速自動車国道
本州四国連絡道路
都市高速道路
一般国道(精定区間内)
一般国道(指定区間外)
都道府県道

N 一般有料道路(公社)

2,434

雨量計 温度計 積雪深計

図2 気象観測装置の設置状況 (平成 18年 4月 1日現在)
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図 3 異常気象時の通行止実績 (平成 18年 4月 1日現在)
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表 3 異常気象時の通行止回数 (平成 17年度実績)
　　 　

期鏡区間内外の別 ＼ 豪雨 地震 豪雪 地吹雪 路面凍結 雪崩 簸 強風 波浪 河川l氾濫 その他 計
　　　　

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高 速 自 動 車 国 道 外 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 2 66

計 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 2 66

内 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 13 17

本州 四 国 連 絡 道 路 外 0 0 0 0 4 0 1 3 0 0 0 8

計 0 0 0 0 7 0 1 4 0 0 13 25

内 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

都 市 高 速 道 路 外 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

計 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 4

内 5 1 0 3 9 0 8 0 0 5 1 n 88

一 指 定 区 間 内 外 46 0 16 87 6 5 0 5 17 6 31 2 19

般 計 97 0 19 96 6 13 0 5 22 7 42 307
国 内 製0 4 37 38 36 17 0 9 0 3 38 622
道 指 定 区 間 外 外 78 1 7 16 1 352 108 84 0 26 27 24 338 1,908

計 1,22 1 u 198 390 144 10 1 0 35 27 27 376 2,530

内 1,423 6 103 23 107 28 1 42 45 11 145 も 934

都 道 府 県 道 外 198 1 45 10 39 2 1 0 4 9 4 64 395

計 1,62 1 7 148 33 146 49 1 46 54 15 209 2,329

内 342 2 28 9 35 7 0 2 1 14 34 474
市 町 村 道 外 1.894 7 178 77 70 69 0 44 14 149 176 2,678

計 2,236 9 206 86 105 76 0 46 15 163 210 3. 152

　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
料 内 25 2 68 15 40 0 0 6 5 0 22 183

露地方道路公社咎 め 8 滲 み8 .8 8 “ ,8 8 8 '8 ,翌8
内 2,28 1 15 239 94 221 60 1 60 56 29 263 3‐3 19

計 外 2,957 55 405 54 1 233 179 3 86 67 183 614 5.323

計 5,238 70 644 635 454 239 4 146 123 2 12 877 8,642

注(D道路管理者が道路法第範条に基づき実施した通行止を、主たる原因別に計上した。
(2)規制区間内外の別の ｢内｣は規制区間内で実施した規制を、 ｢外｣は規制区間外で実施した規制をさす。
なお、規制区間とは、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣ (昭和44年4月 1日付け建設省道政発第16号及び第1げ号の2建設省道路局長通達別紙)第二に
規定する異常気象時通行規制区間及び ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年9月18日付け建設省道政発第84号及び第桝号の2建設省道路局長通達)記二に規定す
特殊通行規制区間をいう。
(3)規制区間内外にまたがった通行規制は、区間の長い方に計上した。
(4)通例の積雪による冬季閉鎖など異常気象に伴うものでない通行止は計上していない。
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(図
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違
法
車
両
の
取
締
り
等

◎

特
殊
車
両
の
取
締
り
に
つ
い
て

①

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

道
路
管
理
者
は
、
車
両
制
限
令
の
基
準
を
超
え
て

い
る
車
両
で
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二
第
一
項
に
基

づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可

(以
下
、
｢通
行
許
可
｣

と
い
う
。)
を
受
け
ず
に
通
行
し
て
い
る
車
両
及
び

通
行
許
可
の
条
件
に
違
反
し
て
通
行
し
て
い
る
車
両

の
指
導
取
締
り
を
行
っ
て
い
る
(表
4
、
図
4
参
照
)。

②

違
反
車
両
の
違
反
内
容

違
反
件
数
に
つ
い
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い

な
い
場
合
が
八
、
二
九
九
件

(約
七
四
%
)、
通
行

許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
が
二
、
九
二
九
件

(約
二

六
%
)
と
な
っ
て
お
り
、
通
行
許
可
を
受
け
な
い
で

違
反
車
両
を
走
行
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

違
反
内
容
と
し
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
寸
法
超
過
が
三
、
八
八
八
件
、

重
量
超
過
が
三
、
0
六
三
件
と
な
っ
て
お
り
、
両
方

の
超
過
が
一
、
三
四
八
件
と
な
っ
て
い
る
。
通
行
許

可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
重
量
超
過
単

独
で
の
違
反
が
約
四
0
二
件
で
あ
り
、
全
体
の
約
一

四
%
を
占
め
て
い
る

(表
5
、
図
5
参
昭
雫

鸚可顫　　　 (1)許可取消、刑
-告発以外の欄については、指導取締り基地等における取締りのみを計上し、他の業務に付随して行った取締り (例えば、料金収受業務中に、

付随的に料金所の軸重旨帆こより違反者を発見し、措置を行った場合。)は含まない。
(2)許可取消、刑事告発の綱については、指導取締り基地における取締りの際の措置命令違反、常習違反による件数のほか、道路法47条第1項の規定又は許可条
件に違反して車両を通行させ、重大事故を発生させたことによるものを含む。
(3)措置内容の区分は、 ｢車両の通行の制限について｣ (昭和53年12月 1ロ付け建設省道交発第96号建設省道路局長通達)別添2 ｢特殊車両の通行に関する指導取
締要領｣ による。
日導警告 :措置命令の必要がない程度が軽微である場合に、文書をもって再発防止等を指導警告すること。
日置命令 :違反車両に対し、車両構造の一部取り外し又は積載貨物の分割による重量、寸法の軽減措置、通行の中止、通行条件の遵守等を文書をもって命令する

表 4 特殊車両の指導取締り実績 (平成 17年度実績)

道路管顔書

取締り活動
対象車両
(台)
違反車両
(台)

指 圏 内 容

溌 織鰤 猾
淺
彌
舷霧

許可取消 刑事告発
取締りに
係るもの
事故に
係るもの
取締りに
係るもの
事故に
係るもの

派
･中
･西
日
本
高
遠

道
路
珠
式
会
社

類日本高速道路株式会社
(高速自動準国道) 纖 繊 郷 鰕 脚 109 鰡 ○̂〉 0 ○̂ 0
中日本高巡遊蹄株‐大会社(高遠自動中国道) 882 紳緘 搬 261 纖 nY 0 0 0
西日本高速道路株式会社(高遠自動中国道) ㈱ 籾 纖 彌 締 獺 844 0) 0) 0 0･

柵 鰔 鰓溺 蹴 總 蹴 翳 0 0 0 0
本州四国逮綺高速道路株式会社 0 0 0 0 .○ 0 G･ 0- 0 0▼ ▲○

首
都
･阪
神
高
速

道
路
株
式
会
社
等

首都高速道路株式会社 鍼 紳 鱗 臘 郷 0 猟 0 0 ○̂‐ 0
板材･高速道路株式会社 第 繃 皺 鰍 廓 纖 76 ○̂) 0 ○̂ 0
名 古 歴 高 速 公 社 376 263 爾 ー クー 2 ▲○ 0 0 0 0

広 魁 高 速 公 好 0 0 0 0 0 0 0 0 ○̂) 0 0

福岡北九州高遠公社 0 0 0 -○ 0 0 0 0 0 0 ▲○

端 鯛 蠣黎 穂 継 燃 369 nY 0 ○) 0-

地
方
整
備
局
等

北 海 道 開 発 局 21 橋 260 167 “ 64 鴬 0 0 DT 0
東 北 ｣出方 醸 髄 刺 60 脚 鰔 m 廟 範 32 0 0 0̂ OY
関 東 地 方 艷 錨 局 62 馴 " 474 244 膀 鋭 0 0 0 ○̂)
北 陸 地 方 整 備 局 26 館 翻 335 僑 40 6 0 0 0 ▲○
中 部 地 方 整 備 局 64 鵤 608 303 193 90 田 nY 0 0 ○̂-
近 畿 ｣由方 整 備 局 ㈱ 406 緋 総 617 676 9 0 0 0 ▲○)
中 国 地 方 整 備 局 94 郷 悌 ゆ 370 240 鱒 0) ○̂〉 =̂) ○‐
四 国 地 方 堕 佃 局 33 “ 婿 蹴 わ 40 0 0 0 ▲○ n)
九 州 地 方 整 篇 周 133 269 卿 疑 470 386 86 0 0 ○̂ 0
沖 縄 総 合 事 務 局 遊 約 蘂 89 膀 綣 2 0 0 ･0 0)
小 計 671 灼 靴 總 翳 廓 娼 0 0 nY ▲○

稲 造 府 鮴 29 範 趨 脱 66 66 0 0 0 0 0
指 定 瘡 -" 2 37 " ▲6 6̂ 0 0 0 0 0
南 町 対 イ. a 約 18 6 5 0 0 ○̂ 0 0

一般
有
料
道
路

東日本高速道路撫式会仕 臘 672 翁 657 284 9̂) 吻 0 0 0▽ 0

中日本高、壺道路妹式会辻 0 0 0 ○‐ 0 OY 0 0 0 0 0
西日本高速窟蹄株式会社 鯲 蜘 纖 獺 蹴 わ 230 0 0 0 0

地 方 遺 翳 会 社 0 0 0) 0) ○̂〉 ○̂ 0 0 0 0 0
計 繃猟噂 鯖 燃 鮴 纖 0 0} 0 0

はてつ　　　

　　
　

谷
乙
措
遠　　

(4)東 ･中 ･西n本高速道路株式会社の違反車両台数には、口頭による指導警告台数 (高速自動車国道 :4,45-台、一般有料道路 :969台)は含まない。
(5)首都高速道路株式会社の違反車両台数には、口頭による指導警告 :2,375件は含まない。
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※グラフ内における、数値の上段は対象車両総数、下段は違反車両台数を示す。

鼠囲 対象車両のうち違反車両
一爵一取締り活動回数
-栄二取締り活動人員

10･000

取
饒
り
活
動

〔

桝

鰄

図 4 特殊車両の指導取締り実績 (過去 10年)

③

車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況

道
路
法
に
違
反
し
て
道
路
を
連
行
す
る
車
両
の
指
導

取
締
り
を
行
う
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
車
重
計
、
軸

重
計
等
の
重
量
測
定
機
器
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

機
器
の
設
置
状
況
は
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
に

比
較
し
て
高
速
自
動
車
国
道
等
で
よ
り
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
設
置
基
数
に
つ
い
て
は
、
軸
重
計
の
一
'
六
七

三
基
が
最
も
多
く
全
体
の
約
五
0
%
を
占
め
て
い
る

(表
6
、
図
6
参
照
)。

②

路
上
放
置
車
両
の
処
理
に
つ
い
て

近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り
、
道

路
上
に
放
置
さ
れ
一
般
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
車
両

(路
上
放
置
車
両
)
が
増
加
し
て
お
り
社
会
問
題
と
な
っ

)

て
い
る
。

眸
平
成
一
七
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で

還

二
万
五
･
七
九
二
台
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
八
･
八
七
四

總

台

(約
三
四
%
)
が
指
定
市
に
お
け
る
も
の
で
あ
る

(前

葉

年
度
以
前
か
ら
の
繰
越
分
を
含
む
)。
ま
た
、
市
長
村
道

　　　続

一
四
、
〇
四
八
台
の
う
ち
六
、
六
五
八
台

(約
四
七
%
)

獣

が
、
東
京
都
、
大
阪
府
、
愛
知
県
の
上
位
三
都
府
県
内
に

　　解
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
路
上
放
置
車
両
は
特
に
大
都
市
で

両

問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(表
7
、図
7
参
照
)。

道
路
管
理
者
は
警
察
と
協
力
し
つ
つ
そ
の
排
除
に
努
め

て
い
る
も
の
の
、
所
有
者
の
確
認
が
困
難
な
場
合
が
多
い

た
め
、
道
路
管
理
者
自
ら
で
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
路
上
放
置
を
助
長
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
生
じ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
、
今
回
の
調
査
時

点
に
お
い
て
も
、
路
上
放
置
車
両
総
数
の
約
二
0
%
で
あ

る
五
、
二
四
八
台
が
未
処
理
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
道
路
管
理
者
と
し
て
は
今
後
と
も
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
路
上
放
置
車
両
対
策
に
取
り

組
む
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
一
七
年
一
月
一
日
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
一
七
年
度
の
路

上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
、
対
前
年
度
約
一
四
･
七
%
減

の
四
、
四
三
五
台
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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表 5 違反車両の違反状況 (平成 17年度実績)

適齢管理者

違反区分 礬干 可 琥父 し 召そ"衿 許 可 あ り 【件う

舎ト計
粛般超澁 ･ e

計

の の ･ ･ の の e @

掛e e の " 酋 翻 の e寸法超過 e e
･ " e e " e e "経纖反
･ @ e e ･ e ◎ @その他違反

社巡

東日本高速道路株式会社 Gq7 666 1R6 L斥40 0 0 6 43 7 IQ 73 6l 0 24 21 q6 0 0 0 341 主食90
中日本高速道路株式会社 も706 蘂 3S7 2‐94? 104 3 50 77 20 10 81 20 8 50 2 20 0 0 0 455 3‐402
西日本高速道路株式会社 第1 584 X1l 為076 ブ3 35 57 26 43 10 20 25 3 114 26 10 12 0 0 453 L S29
l ‘j、 枡 2.783 2.136 6-4 5.672 薹77 第 113 145 70 30 174 106 11 1範 49 136 12 0 0 1.249 6,錢ね

本州顔国連筋高速道路株式会社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

普
都
･
阪
神
高
速

遁
路
株
式
会
社
等

首都高速道路株式会社 17 1つ5 19 16t 1 0 2 2 0 0 1 0 20 dR 0 0 □ G 0 74 235
阪神高速道路株式会社 118 689 32 839 3 2 0 0 1 0 0 0 6 141 1 偽 1 0 47 238 L 077
名 古 座 高 速 者公 社 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
広 島 高 速 公 社 n 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 0 0 0 0 o
福 岡 北 九州 高 速 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ノト 計 136 814 52 上執)2 4 2 2 つ, 1 0 " 0 26 1翁 1 36 1 0 47 312 1.314

鱗

北 海 道 爛 発 局 0 24 R 32 2 0 0 3 0 0 0 0 1 0 2 0 ] 0 26 2翳 G7
東 北 地 方 整 錮 周 4 22 19 45 惹 1 0 1 1 3 0 0 l 1 3 o 3 1 41 61 106
開 放 地 方 整 備 燭 7 笙 35 ,。Y 第 6 1 3 0 4 1 0 1? 0 1 0 17 2 34 113 2鍋
北 陸 地 方 眩 伽 榔 2 6 6 14 7 1 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 12 32 46
中 部 地 方 整 備 周 3 RG 36 75 51 7 1 2 0 0 0 0 6 3 R 0 9 3 33 118 193
近 畿 地 方 整 備 廊 窓 l硫 210 滋 51 19 8 霊 Q ?内 Iり 1g 8 8 25 3 24 8 “ 299 617
中 国 地 方 捜 襁 局 5 126 46 177 57 2 1 9 0 1 0 0 6 0 2 0 16 1 99 193 370
四 国 地 方 鰹 備 局 l 7 19 27 1 0 0 2 0 2 0 0 1 O 倉 0 1 0 6 13 40
九 州 地 方 塾 欄 間 7 190 79 “6 17 2 0 5 0 3 0 0 4 0 2 0 19 1 141 194 470
沖 縄 総 合 事 務 周 0 7 1 8 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 11 19

′ト ,肝 37 607 459 1.103 220 第 14 82 10 39 20 15 43 12 38 3 92 19 424 1‐。69 2.172
部 道 府 県 17 21 6 44 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 11 2 6 21 65
指 定 市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 6 6
布 町 村 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 5

艘
有
料
道
路

顔 日 本 高 進 株 式 会 社 43 119 47 2館 0 0 0 2 2 q 2 20 0 18 4 18 0 0 0 75 捌
中 日 本 高速 株 式会 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0
西 目 本高 速 株 式 会 社 47 189 130 3範 0 78 0 0 32 10 0 16 7 ?〆 12 7 0 0 0 19$ S61
地 方 道 路 会 社 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 ･ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ノト 讃 90 308 177 575 0 78 0 2 34 28 2 36 7 42 16 第 0 0 0 270 845
計 3、063 3,織 1.彰18 8,概 402 156 129 231 ]15 97 197 157 37 431 106 200 121 21 480 2.929 亀亀･228

注の違反内容の区分については、以下のとおり。
①無許可 :道路法第47条の2第1項に基づく特殊車両通行許可を有しない場合。
○重量超過-車両総重量、軸重、隣接軸重及ぴ輪荷重について車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。
○寸法超過一幅、高さ及び長さ!ごついて車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。
②許可有り :何らかの特殊車両通行許可を有する場合。
○経路違反-許可証と通行経路が異なる場合。
○積荷違反-許可証の積載貨物と積荷が異なる場合。
○重量超過-許可証の許可重量 (総重量、幽霊等)を超える場合。
○寸法超過-許可証の許可寸法 (幅、高さ及び長さ)を超える場合。
○条件違反-条件書の許可条件 (徐行条件、時間制限等)に違反した場合。
0その他 -その他の許可証及び条件書の記載内容違反、許可証不携帯等。

(2) 1台の車両に複数の違反内容が該当する場合は、各々 1件として計上している。



許可あり
2 ,9 2 9 件 - ~、
2 6%

許可なし
8 ,2 9 9件

74%

図 5 特殊車両における違反車両の許可状況

表6 取締り機器 (定置式)の設置状況 (平成 18年 4月 1日現在)

道路種別j湊
車 笛 計 韓 顔 計 翰落雷計 直 商 計 計

箇所数 全 基 数

偽丹付き )

箇所数 全 基 数

(カメラ付き )

箇所数 全 基 数

(がラ付き )

箇所数 全 基 数

(カメラ付き )

箇所数 全基数

( かう付き )

高 速 自 動 車 国 道 186 185

( 0 )

677 943

{ 0 )

0 0

( 0 )

249 633

( 0 )

L n l 1,66l

( 0 1

本州四国連絡道路 8

( 0 )

27 27

( 0 )

0 0

( 0 )

33 67

( 0 )

66 90

( 0 )

都 市 高 速 道 路 7 7

( ◇ )

227 603

( 464 )

] 2

( 0 )

336 59?

( 0 )

671 l,109

( 464 )

般
国
道

指 定 区 間 内 102

し一--挽』 【------麹-J

4

‘…………』…}

3O 37

lo&‐･･･………‐--…

17l 196

指 定 区 間 外 l

( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

l l

( 0 )

2 2

( 0 )

都 道 府 県 道 12 9

( 1 )

2 4

( 0 )

0 0

( 0 )

0 0

( 0 )

14 13

( 1 )

市 町 村 通 0

( 0 )

0

( 0 )

0 0

( 0 )

0 0

( 0 )

0 0

( 0 )

般
有
料
道
路

東 ･中 ･西日本
高速道路株式会社

13 22

( 9 )

40 144

( β礼法.

3

( 0 )

0

0

エー 0 )

0

( 0 )

15 l03

( 87 )

68 269

( 179 )

地 方道 路 公 社 4 4

( 0 )

14 33

( 0 )

l9 40

( 0 )

計 330

( 26 )

1'007 1,673

( 667 )

7

( 3 )

678 1,361

( 97 )

2,022 3,379

( 692 )

注の管理を警察等他機関に委託しているものを含め、道路管理者が所有するものを計上している。
(2)機器の分類は次のとおり。
車重計 :車両総重量を一度に計測する装置
軸重計 :一つの車軸の荷重を副≦則する装置
輪荷重計 :一つの車輪の荷重を計測する装置
(3)設置箇所数については、
①同一地点であっても、上下線それぞれに設置している場合は、 2箇所
②料金所等に複数のブースがあり、各々 に機器が設置してある場合は、全体で1箇所
として計上している。
(4)基数欄の ( )には、違反取締り用カメラを有するものを内政で示す。



朴"慧3重量計(箇所)
皿宜皿軸重計(箇所)
区=□車高計(箇所)
匡窒白蟻荷重計(箇所)
一癌一車重計(がラ基数)
ん 朝童計(カメラ基数)
一◆- 車高計(カメラ基数)

輪
荷
重
計
10 (

殿
置 4000
数

一心一輪荷重計(がラ基数)

2,5 67 　 　

6議
2,156 2,259 亀763 1,923

1 9 84基
数 2000

: ,;≦::

H16 H 17 (年度)
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図 6 取締り機器 (定置式)設置の推移 (過去 10年)

表 7 路上放置車両の処理実績 (平成 17年度実績)

道路管理者 放置車両
発見台数

放 置 車 両 処 理 台 数

来"処理所 有 者
撤去台数

道路管理者撤去台数 清掃当局
撤去台数

警 察
撤去台数 計

廃棄物 違法放置物件

東 ･ 中 ･ 西 日 本
高速道路株式会社

468

( 614 )

232

( 玉定額 )

29

( 15 )

49

( 44 ) ( 0 )

8

( 0 )

3 l8

( 240 )

150

( 274 )

本 州 四 国 連 絡
高速道路株式会社

4

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

4

( 0 )

首都 ･ 阪神高速
道路株 式会社等

206

( 0 )

165

( 0 )

7

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

33

( 0 )

205

( 0 )

0

( 0 )

地 方 整 備 局 等
374

( 156 )

135

< 33 )

126

( 27 )

33

( 30 )

1

( 0 )

3

( 0 )

297

( 90 )

77

( 66 )

都 道 府 県
903

( 230 )

362

( 98 )

341

( 36 )

37

( 5 )

6

( 1 )

3

( 2 )

748

( 142 )

166

( 88 )

指 定 市
7,962

( 9 l2 )

2,997

( 142 )

2,536

( 164 )

1,127

( 8 )

385

( 23 )

7

( 0 )

7,062

( 337 )

9 10

( 676 )

市 町 村
11,386

( 2,663 )

4,638

( 676 )

2,671

( 622 )

1,667

( 377 )

277

( 47 )

122

( 13 )

9,375

( l'734 )

2,0lo

( 929 )

地 方 道 路 公 社
12

( 6 )

3

( 0 )

2

( 1 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

6

( 1 )

7

( 4 )

冒す‐

日17夕> 2為3l3 8,532 5,7 ll 2,9 13 668 176 18,000 3,313

繰越分 ( 4,479 ) ( 1法29 ) ( 866 ) ( 464 ) ( 71 ) ( 16 ) ( 2,644 ) ( 1,935 )

J 合計 26,792 9,661 6,676 3,377 739 191 20,644 6,248

注 (D ここでいう ｢車両｣ には、自転車等の ｢軽車両｣ は含まない。
(2)発見台数には、道路管理者がパトロール時等に自ら発見した場合のほか、通報を受けた結果発見した場合も含む。
(3)所有者撤去台数には、所有者が判明し、道路管理者が所有者に撤去させたものを計上している。
(4)道路管理者撤去台数には、道路管理者が費用を負担して (路上放棄車処理協力会から寄付を受けた場合も含む。)、自ら又は回収業者に依頼
して撤去した台数を計上している。
(5)清掃当局撤去台数には、道路管理者が清掃当局に連絡して処理を任せたものを計上している。
(6)警察撤去台数には、道路管理者が警察に連絡し、刑事事件にかかわる可能性などから警察が撤去する旨回答を得たものを計上している。
(7)上段は当該年度分。下段括弧書きは、前年度以前からの繰越分。ただし、繰越分が把握できない管理者分は計上していない。



路上放置車両発見台数の
道路管理者別の割合(H17)
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三

お
わ
り
に

我
が
国
は
、
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
か
つ
、

豪
雨
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
易
い
条

件
の
下
に
あ
る
。
特
に
近
年
に
お
い
て
は
、
自
然
災
害
が

頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、平
成
一
七
年
度
は
台
風
の
襲
来
、

集
中
豪
雨
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
等
の
強
度
の
地
震
に
よ

り
、
全
国
各
地
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し

蝦

た
自
然
条
件
の
下
で
、
道
路
管
理
者
は
道
路
を
良
好
に
保

7

ち
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

田

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
豪
雨
等
の
自
然
現
象
に
よ
り

　

災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
重
点
的

柑

)

な
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
常
に
異
常
の

習
眸

有
無
を
把
握
し
･
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
速
や
か
に

去

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

需
廻

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
状
況
を
的
確
に
把
握

陀
彬
し
て
対
処
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
、
情

=

績

報
収
集

･
提
供
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

日

理

さ
ら
に
、
道
路
管
理
者
は
道
路
構
造
の
保
全
、
交
通
の

0

処

,

畝

危
険
防
止
の
た
め
、
道
路
法
に
違
反
し
て
い
る
車
両
の
指

將
薑

導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
物
流
の
効
率
化
と

欄
顕
い
う
観
点
か
ら
、
車
両
の
大
型
化
が
進
展
し
て
お
り
、
そ

路

れ
に
伴
い
違
反
車
両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

断
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
指
導
取
締
り
体
制
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果

的
に
違
反
車
両
数
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
従
来

の
道
路
交
通
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
度

化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
路
管
理
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
全
国
の
道
路
管
理
者
に
本

調
査
結
果
を
日
々
の
業
務
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
国
の
ご
担

当
者
の
皆
様
に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し

上
げ
、
本
稿
を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。



道路局総務課

暮

唾菓行事実施報告
らしと笑顔全国道

　　　

『週⑭㈱』囲
主
に
　　　　

た
･つが　

昭
和
六
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

｢道
の
日
｣
中
央
行
事

も
今
年
度
で
二
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
六

本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ
に
て
、
『道
の
日
2
0
0
7
~
道

が
つ
な
ぐ

さ
さ
え
る
暮
ら
し
と
笑
顔

全
国
道
の
駅
物

産
展
~
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
当
日

の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
◆

午
前
三

時
、
平
成
一
九
年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
司
会
者
か
ら
、
道
の
日
の
意
義
、
本

日
の
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
後
、
和
太

鼓
の
勇
壮
な
響
き
と
と
も
に
、
今
年
の

｢道
の
日
｣
中
央

行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
◆

午
後
○
時
、
道
の
日
実
行
委
員
会
の
齋
藤
事
務
局
長
か

ら
、
｢あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
、
普
段
見
過
ご
さ
れ
が
ち

な
道
の
重
要
性
や
意
義
に
つ
い
て
、
本
日
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
来
場
さ
れ
る
皆
様
の
関
心
が
深
ま
れ
ば
。｣
と
の

挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
齋
藤
事
務
局
長
か
ら

タ
ス
キ
が
か
け
ら
れ
、
タ
レ
ン
ト
の
眞
鍋
か
を
り
さ
ん
が

｢
一
日
道
の
駅
六
本
木
｣
の
駅
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
四
月
、
都
内
で
初
め
て
オ
ー
プ
ン
し
た
、
道
の
駅

｢八
王
子
滝
山
｣
の
芥
川
麻
実
子
駅
長
も
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、
眞
鍋
さ
ん
、
芥
川
さ
ん
、
司
会
者
の
女
性
三
人
に

眞鍋かをりさん、道の駅 ｢八王子滝山｣ 芥川駅長を交えて
行われたトークショー

道の駅 ｢六本木｣ 1日駅長に
任命された眞鍋かをりさん

き



よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
本
日
の
イ
ベ
ン

ト
で
一
日
駅
長
を
務
め
る
に
あ
た
り
、
眞
鍋
さ
ん
は
、
道

の
駅

｢八
王
子
滝
山
｣
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
体

験
談
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅

｢八
王
子
滝
山
｣
は
、
地
元
産
の
野
菜
の
豊
富
な

品
揃
え
が
特
色
で
す
。
眞
鍋
さ
ん
も
、
そ
の
品
揃
え
に
圧
倒

さ
れ
た
と
の
こ
と
、
お
米
を
お
土
産
に
購
入
し
た
こ
と
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
た

｢ト
マ
ト
う
ど
ん
｣
や
地
ビ
ー
ル
の
美

味
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
楽
し
い
会
話
が
弾
み
ま
す
。

芥
川
駅
長
か
ら
は
、
休
憩
機
能
、
地
域
の
情
報
発
信
機

能
、
地
域
と
の
連
携
機
能
と
い
う
道
の
駅
の
役
割
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
都
会
型
の
道
の
駅
と
し
て
、
地
元

八
王
子
市
民
の
方
の
買
い
物
な
ど
の
ほ
か
、
子
供
を
対
象

と
し
た
虫
取
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
道
の

駅
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

最
後
に
芥
川
駅
長
か
ら
、
人
や
モ
ノ
、
文
化
、
情
報
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
運
び
、
ま
た
、
特
に
台
風
や
地

震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
命
を
運
ぶ
貴
重
な
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
道
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
旨
、
来

場
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
後
は
、
0
×
ク
イ
ズ
大
会
で
す
。

｢世
界
で
最
初
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
海
の
底
を
歩

い
て
渡
る
こ
と
も
で
き
る
人
道
の
ト
ン
ネ
ル
は
?
｣
、
｢昭

和
三
人
年
七
月
に
日
本
で
最
初
に
開
通
し
た
高
速
道
路

は
?
｣
な
ど
、
三
択
形
式
で
の
楽
し
い
ク
イ
ズ
が
一
〇
問
、

正
解
者
に
は
、
道
の
駅
か
ら
提
供
さ
れ
た
名
産
品
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

◆
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語
表
彰
式
◆

午
後
一
時
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
ク
イ
ズ
大
会
に
続
い
て
、

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
五
、
九
一
一
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
当

日
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
も
務
め
た
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作

家
･
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
ほ
か
の
審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
一
作
品
、
優
秀
賞
四
作
品
、
優
良
賞
四
作

品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。繁

繊
弱
廓
ミ
ミ

今
年
の
最
優
秀
賞
は
、
埼
玉
県
の
西
澤
実
月
さ
ん

(七

歳
の
男
の
子
)
の

｢ま
た
明
日

元
気
に
会
お
う

こ
の

道
で
｣
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
｢
い
つ
も
の
道
路
で
明
日
も

元
気
に
友
達
に
会
え
る
と
い
い
な
、
と
い
う
気
持
ち
で
作

り
ま
し
た
。｣
と
い
う
、
か
わ
い
ら
し
い
コ
メ
ン
ト
が
印

象
的
で
し
た
。
最
後
に
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
原
田
次
長
よ

り
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
を
通
じ
て
、
人
や
車
の
通
行

だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
容
空
間
、
地
域
の
ふ

れ
あ
い
の
場
な
ど
、
道
の
様
々
な
機
能
に
つ
い
て
の
理
解

が
深
ま
っ
て
ほ
し
い
。｣
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

道路ふれあい月間推進標語表彰式

◆

｢和
太
鼓
お
ろ
ち
｣
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
◆

標
語
表
彰
式
に
続
い
て
は
、
和
太
鼓
の
実
演
で
す
。
都
内

を
中
心
に
活
動
す
る

｢お
ろ
ち
｣、
女
性
四
人
と
男
性
一
人

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
和
太
鼓
実
演
で
す
。
来
場
の
皆
さ
ん
も

勇
壮
な
和
太
鼓
の
迫
力
満
点
の
響
き
に
圧
倒
さ
れ
た
よ
う

で
、
食
い
入
る
よ
う
に
演
奏
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

勇壮な和太鼓の実演



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

午
後
二
時
か
ら
は
、
鮪
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク

･
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

都
内
の
渋
滞
状
況
や
お
盆
期
間
中
の
渋
滞
予
測
な
ど
、
普

段
ラ
ジ
オ
で
耳
に
す
る
道
路
交
通
情
報
を
生
で
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◆

｢エ
リ
ッ
ク
･
バ
ー
グ
｣
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
◆

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク

･
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
続
い
て

は
、
カ
ル
フ
オ
ル
ニ
ア
出
身
の
プ
ロ
ジ
ャ
グ
ラ
ー
、
エ
リ

ッ
ク

･
バ
ー
グ
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

五
つ
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

(お
手
玉
の

よ
う
な
も
の
?
)、
一
輪
車
に
乗
っ
て
三
つ
の
大
刀
を
操

っ
た
り
、
軽
妙
な
ジ
ョ
ー
ク
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
パ
フ

、
鬱
　
　

箋
さ
ま
"き
＼

＼

　
　
　
　
　
　

　
　　

　

　
　
　
　

　
　

＼

･＼べきい＼
{＼ゞ
＼

　　　
　
　

ェリック ･バーグさんによる
ジャグリングステージ

オ
ー
マ
ン
ス
で
し
た
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
駆
り
だ
さ
れ
た

子
供
の
笑
顔
や
笑
い
声
が
印
象
的
な
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で

し
た
。

二

道
の
鰍
物
産
展
に
つ
い
て

道
の
駅
物
産
展
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
、
全
国
か
ら
四
五
の
道
の
駅
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。

以
下
、
各
エ
リ
ア
か
ら
、
い
く
つ
か
の
道
の
駅
を
紹
介
し

ま
す

(誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
道
の
駅
を
紹
介
で
き

な
い
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
)。

こ
れ
ら
の
名
産
品
は
、
生
産
地
か
ら
各
道
の
駅
、
そ
し

て
、
こ
こ
六
本
木
会
場
へ
と
道
路
を
使
っ
て
運
ば
れ
て
い

ま
す
。
道
の
駅
物
産
展
を
通
じ
て
、
道
に
つ
い
て
の
理
解

が
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

《北
海
道

“
四
駅
》

｢厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
｣
で
は
、
地
元
名
産
の
牡
蛎
を

活
か
し
た
佃
煮
が
美
味
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
か
き
の
燻

製
や
か
き
ス
ー
プ
カ
レ
ー
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

《東
北
ニ

ー
駅
》

七
駅
が
出
店
し
た
青
森
県
。
｢な
み
お
か
｣
の
り
ん
ご

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
は
り
ん
ご
の
果
肉
入
り
で
し
た
。
福
島
県

｢
に
し
あ
い
づ
｣
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
人
気
だ

っ
た
よ
う

で
す

(
一
本
一
〇
〇
円
)。

《関
東

…
五
駅
》

茨
城
県
の

｢
い
た
こ
｣
で
は
、
浴
衣
姿
の
店
員
が
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
朝
探
り
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

《北
陸
…
四
駅
》

｢新
潟
ふ
る
さ
と
村
｣
で
は
、
お
米
の
ほ
か
、
銘
酒

｢八
海
山
｣
、
｢越
乃
寒
梅
｣
、
｢す
ず
塩
田
村
｣
(石
川
県
)

で
は
、
地
元
の
天
然
塩
が
出
展
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《東
海
…
五
駅
》

食
品
を
展
示
す
る
道
の
駅
が
多
い
中
、
｢五
木
の
や
か

た
･
か
わ
う
え
｣
(岐
阜
県
)
で
は
、
染
織
物
、
木
製
品

な
ど
の
手
工
芸
品
が
展
示

･
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢茶
倉
駅
｣
(三
重
県
)
で
は
、
冷
た
い
緑
茶
の
味
見
･
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《中
国

"
四
駅
》

｢萩
し
ー
ま
ー
と
｣
(山
口
県
)
で
は
、
萩
の
真
ふ
ぐ
が

人
気
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

《
四
国

…
五
駅
》

つく 潟雪クニJIそ うハハリO
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香
川
、
徳
島
、
愛
媛
、
高
知
の
各
県
ご
と
に
県
内
道
の

駅
が
共
同
出
店
。
オ
リ
ー
ブ
製
品
の
ほ
か
、
麺
類
な
ど
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《九
州
･
沖
縄

…七
駅
》

宮
崎
県
か
ら
は
三
駅
が
出
店
。
東
国
原
･
宮
崎
県
知
事

の
似
顔
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
幟
や
地
元
特
産
の
地
鶏
パ
ッ

ク
な
ど
が
印
象
的
で
し
た
。
｢喜
名
番
所
｣
(沖
縄
県
)
で

は
、
泡
盛
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《名
産
品
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
》

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
午
後
三
時
か
ら
、
道
の
駅
名
産
品
の

無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者
が
行

列
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
中
一
番
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

｢京
都
舞
鶴
港
と
れ
と
れ
セ
ン
タ
ー
｣
の
干
し
イ
カ
、
四ト

ー

　　　
　

　　

　
　

　

　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　大盛況だった名産品無料プレゼント

回
四
県
の
道
の
駅
か
ら
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
、
小
豆
島

オ
リ
ー
ブ
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
な
ど
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

国

道
路
施
策
展
示
ブ
ー
ス
に
つ
い
て

例
年
通
り
、
道
路
施
策
の
展
示
ブ
ー
ス
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
｢道
の
駅
｣
、
｢E
T
C
｣
、
｢日
本
風
景
街

道
｣、
｢踏
切
対
策
｣、
｢通
り
名
で
道
案
内
｣
、
｢道
路
標
識
｣、

｢
エ
コ
ロ
ー
ド

･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
、
｢道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
全
国
協
議
会
｣
、
｢道
路
開
発
資
金
｣、
｢西
日
本

が
お
も
し
ろ
い
｣、
｢市
街
地
整
備
｣
、
｢V
I
C
s
｣
な
ど

一
四
施
策
･
団
体
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
を
通
じ
て
、
道
の
意

義

･
重
要
性
や
、
各
道
路
施
策
を
P
R
し
ま
し
た
。
本
州

四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
の
マ
ス
コ
ッ
ト
･
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
、
子
供
た
ち
に
人
気
で
し
た
。

團

最
鐙
に

午
後
六
時
、
司
会
者
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り
、
本
年
度

の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
は
終
了
し
ま
し
た
。
当
日
は
快

晴
で
暑
い
一
日
で
し
た
が
、
沢
山
の
方
々
に
ご
来
場
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。本
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

普
段
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
道
の
意
義
、
役
割
に
つ
い
て
の

理
解
が
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
全
体
と
し
て
、
大
き
な
事
故
も
な
く
、
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
暑
い
中
、
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2月 も首矛〒ヤ つnn7 R

道路施策展示ブース

道路標識



　
　　

　

　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

圈
道
路
管
理
者
と
管
理
の
内
容

圈

　

　

　

　

贓

道
路
局
路
政
課

蹴

　
　
　
　
　
　　
　
　
　　　
　　
　
　
　
　
　　
　　　
　　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　　　
　　
　
　
　　
　　　
　
　
　　
　　
　　
　
　
　　　
　　　
　　　
　　　
　
　
　　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

四
月
に
道
路
局
路
政
課
に
配
属
さ
れ
た
新
人
係
員
の
シ

ダ
イ
蔵

ン
イ
チ
は
、
今
日
も
道
路
法
に
つ
い
て
係
長
の
ダ
イ
蔵
に

そ
う
そ
う
。
道
路
整
備
特
別
措
置
法
に
お
い
て
は
機

道
路
法
に
つ
い
て
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

構
又
は
会
社
が
道
路
管
理
者
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

ダ
イ
蔵道
路
の
種
類
は
覚
え
ま
し
た
か
?

シ
ン
イ
チ
は
い
、
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県

道
、
市
町
村
道
の
四
つ
で
す
。

ダ
イ
蔵い
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者

は
わ
か
り
ま
す
か
?

シ
ン
イ
チ
ま
ず
高
速
自
動
車
国
道
に
関
し
て
は
、
道
路
管
理
者

は
国
土
交
通
大
臣
で
す
ね
。
こ
れ
は
高
速
自
動
車
国
道

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
。
今
回
の
管
理
の
話
は
、
道
路
法
に
し
ぼ
っ
て
考
え

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ン
イ
チ
一
般
国
道
に
関
し
て
は
、
ま
ず
新
設
･
改
築
に
関
し

て
は
指
定
区
間
内
外
と
も
に
国
土
交
通
大
臣
が
行
い
ま

す
。
例
外
と
し
て
、
指
定
区
間
外
の
一
般
国
道
の
新

設
･
改
築
に
関
し
て
工
事
の
規
模
が
小
で
あ
る
も
の
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
に
よ
り
都
道
府
県
が

そ
の
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
が
適
当
な
も
の
に
関
し
て

は
都
道
府
県
が
行
う
ん
で
す
よ
ね
。

ダ
イ
蔵道
路
法
第
十
二
条
た
だ
し
書
き
の
内
容
で
す
ね
。
よ

く
勉
強
し
て
い
ま
す
ね
。
政
令
で
定
め
る
事
項
の
中
に

は
、
都
道
府
県
が
自
ら
工
事
を
施
行
す
る
た
め
調
査
、

測
量
、
設
計
そ
の
他
の
工
事
の
準
備
を
行
っ
た
場
合
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
イ
チ
維
持

･
修
繕
･
災
害
復
旧
･
そ
の
他
の
管
理
に
関
し

て
は
、
原
則
的
に
は
指
定
区
間
内
に
つ
い
て
は
国
土
交

通
大
臣
が
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
が
行

う
ん
で
す
よ
ね
。

ダ
イ
蔵そ
う
で
す
ね
。
例
外
的
に
、
占
用
関
係
事
務
の
一
部

に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
内
の
国
道
に

お
い
て
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
が
高
度
の
技

術
を
要
す
る
場
合
、
高
度
の
機
械
力
を
使
用
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
都
道
府

県
の
区
域
の
境
界
に
係
る
場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
区

間
外
の
国
道
の
災
害
復
旧
に
関
し
て
、
国
土
交
通
大
臣

自
ら
が
行
え
る
と
い
う
規
定
も
あ
り
ま
す
。

シ
ン
イ
チ
う
ー
ん
、
少
し
ず
つ
複
雑
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

残
り
の
二
つ
は
、
都
道
府
県
道
の
道
路
管
理
者
は
都
道

府
県
、
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
は
市
町
村
で
い
い
ん

で
す
よ
ね
?

ダ
イ
蔵そ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
大
事
な
の
が
第
十
七
条
の
管

理
の
特
例
の
規
定
で
す
。
ま
ず
第
一
項
に
お
い
て
、
指

定
市
の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
で
指
定
区
間
外
の
も
の



は
、
当
該
指
定
市
が
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

シ
ン
イ
チ
な
る
ほ
ど
、
指
定
市
を
都
道
府
県
と
同
様
に
取
り
扱

う
た
め
の
規
定
で
す
ね
。

ダ
イ
蔵第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
と
の
協

議
を
し
、
同
意
を
得
た
場
合
に
お
い
て
指
定
市
以
外
の

市
に
も
指
定
市
に
つ
い
て
の
場
合
と
同
様
の
管
理
の
特

例
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
の
改
正
に
よ
っ
て
で
き
た
第
十
七
条
第
三

項
に
お
い
て
は
、
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
の
歩
道

の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕
そ
の
他
政
令
で
定
め

る
も
の
で
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
協
議
し
、
同
意
を
得
た
う
え

で
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
イ
チ
あ
と
、
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
境
界
に
係
る
道
路

に
つ
い
て
は
何
か
特
例
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

ダ
イ
蔵第
十
九
条
の
内
容
で
す
ね
。
地
方
公
共
団
体
の
区
域

の
境
界
に
係
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
関
係
道
路
管
理
者

が
協
議
し
て
別
に
そ
の
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
の
規
定
が
第
十
九
条

の
二
で
、
こ
こ
で
は
共
用
管
理
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

関
係
道
路
管
理
者
で
協
議
し
て
管
理
の
方
法
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。共
用
管
理
施
設
と
は
、

並
列
す
る
二
つ
の
道
路
の
排
水
を
一
方
の
道
路
の
排
水

施
設
で
一
元
的
に
行
う
も
の
や
、
高
架
道
路
の
裏
面
吸

音
板
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

シ
ン
イ
チ
な
る
ほ
ど
、
た
し
か
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
個
に

管
理
す
る
よ
り
も
協
議
を
設
け
て
統
一
的
に
管
理
す
る

方
が
道
路
整
備
の
促
進
の
た
め
に
は
適
当
で
あ
る
こ
と

は
想
像
で
き
ま
す
ね
。

ダ
イ
蔵で
は
、
道
路
管
理
者
に
つ
い
て
は
こ
の
く
ら
い
に
し

て
道
路
の
管
理
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
法
上
の
道
路
の
管
理
に
は
、
新
設
、
改
築

、
維

持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
、
そ
の
他
の
管
理
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
内
容
か
わ
か
り
ま
す
か
?

シ
ン
イ
チ
ま
ず
、
新
設
は
道
路
法
上
の
道
路
を
新
た
に
設
け
る

こ
と
で
す
よ
ね
。

　

ダ
イ
蔵そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
こ
れ
は
新
た
に
道
路
を
築
造

す
る
工
事
で
改
築
の
範
囲
外
の
も
の
及
び
既
設
道
路

(私
設
道
路
を
含
む
。)
を
道
路
法
上
の
道
路
と
す
る
場

合
を
含
む
概
念
で
す
。
す
な
わ
ち
新
設
に
は
、
実
際
の

道
路
工
事
だ
け
で
は
な
く
土
地
の
買
収
等
に
よ
る
権
原

の
取
得
、登
記
な
ど
の
諸
段
階
が
含
ま
れ
る
の
で
す
ね
。

シ
ン
イ
チ
次
は
改
築
で
す
か
。
｢改
｣
っ
て
い
う
か
ら
に
は
改

良
と
か
そ
う
い
う
音
か味
で
し
ょ
う
か
。

ダ
イ
蔵道
路
法
上
の
改
築
と
は
、
既
設
の
道
路
法
上
の
道
路

の
効
用
、
機
能
等
を
原
状
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
工
事

を
い
い
、
そ
の
内
容
は
多
種
に
わ
た
り
ま
す
。
道
路
の

線
型
改
良
、
拡
幅
、
舗
装
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
の
区
域

変
更
に
よ
る
バ
イ
パ
ス
の
新
設
も
多
く
の
場
合
に
お
い

て
改
築
に
含
ま
れ
ま
す
。

シ
ン
イ
チ
バ
イ
パ
ス
の

｢新
設
｣
な
の
に
管
理
の
種
別
と
し
て

は
改
築
で
あ
る
場
合
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

ダ
イ
蔵そ
う
で
す
ね
、
一
般
的
に
路
線
の
指
定
等
又
は
変
更

に
伴
い
新
た
に
道
路
が
築
造
さ
れ
る
場
合
は
新
設
、
区

域
の
変
更
に
伴
い
道
路
が
新
し
く
設
け
ら
れ
る
場
合
は

改
築
と
扱
わ
れ
ま
す
。
区
域
の
変
更
に
伴
う
道
路
の
新

設
は
道
路
の
幅
や
長
さ
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

か
ら
、
新
た
に
道
路
を
設
け
る
と
い
う
新
設
よ
り
も
、

道
路
の
機
能
性
の
ア
ッ
プ
と
い
う
改
築
の
イ
メ
ー
ジ
に

合
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
ね
。

シ
ン
イ
チ
維
持
に
つ
い
て
で
す
が
、
改
築
が
道
路
の
機
能
性
の

向
上
な
ら
、
維
持
は
道
路
の
機
能
性
の
保
持
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



ダ
イ
蔵鋭
い
で
す
ね
、
そ
の
通
り
で
す
。
維
持
と
は
、
撒
水
、

除
雪
、
砂
利
の
補
充
等
反
復
し
て
行
わ
れ
る
道
路
の
機

能
保
持
の
た
め
の
行
為
を
指
し
ま
す
。
で
は
、
修
繕
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
?

シ
ン
イ
チ
う
ー
ん
、
改
築
が
道
路
の
機
能
性
の
向
上
、
維
持
が

道
路
の
機
能
性
の
保
持
と
き
た
ら
、
修
繕
は
道
路
の
本

来
の
機
能
の
回
復
で
し
ょ
う
か
。

ダ
イ
蔵そ
う
で
す
ね
。
修
繕
と
は
、
当
初
築
造
し
た
道
路
の

損
傷
し
た
構
造
を
保
持
、
回
復
す
る
工
事
の
う
ち
、
災

害
復
旧
に
含
ま
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
を
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
穴
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
や
摩
滅
し
た

路
面
を
舗
装
し
直
す
こ
と
や
、
ゆ
る
ん
だ
路
盤
を
整
え

る
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

シ
ン
イ
チ
な
る
ほ
ど
。
で
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
修
繕
と
維

持
と
の
違
い
は
何
で
す
か
?

道
路
の
状
態
を
保
つ
た

め
の
行
為
と
い
う
点
で
、
ど
う
も
イ
メ
ー
ジ
が
か
ぶ
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。

ダ
イ
蔵維
持
と
修
繕
と
の
決
定
的
な
違
い
は

｢工
事
｣
を
伴

う
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
維
持
は
そ
の
内
容
に

工
事
を
含
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
修
繕
は
そ
も
そ
も
工
事

で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

シ
ン
イ
チ
で
は
、
改
築
と
修
繕
の
違
い
は
何
で
す
か
?
両
方
工

事
で
あ
る
と
い
う
点
で
近
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
の
で
す
が
。

ダ
イ
蔵そ
う
で
す
ね
。
改
築
と
修
繕
は
た
し
か
に
工
事
と
い

う
点
で
は
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
工
事
の
性
質
が

違
い
ま
す
ね
。
改
築
は
原
状
よ
り
も
道
路
と
し
て
の
機

能
を
向
上
す
る
た
め
の
工
事
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
修

繕
の
目
的
は
道
路
の
損
傷
し
た
構
造
の
保
持
、
回
復
を

す
る
こ
と
で
す
。
損
傷
し
た
状
態
に
あ
る
道
路
を
原
状

に
復
旧
す
る
工
事
が
修
繕
で
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

シ
ン
イ
チ
な
る
ほ
ど
、
そ
の
よ
う
な
整
理
に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
次
に
災
害
復
旧
で
す
が
ー
、
こ
れ
は
読
ん
で
字

の
ご
と
く
災
害
が
起
き
て
壊
れ
た
道
路
を
直
す
こ
と
で

し
ょ
う
。
修
繕
と
ど
う
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

ハ
ノ
o

ダ
イ
蔵災
害
復
旧
と
は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

国
庫
負
担
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
災
害
復
旧
事

業
、
す
な
わ
ち
災
害
に
よ
っ
て
必
要
を
生
じ
た
事
業
で

災
害
を
被
っ
た
施
設
を
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
を
指
し
ま
す
。修
繕
と
ほ
ぼ
同
義
で
す
が
、

そ
の
発
生
原
因
の
異
常
性
に
よ
る
損
傷
状
態
の
緊
急
性

が
災
害
復
旧
の
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
国
庫
負
担

の
率
が
一
律
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
国
土
交
通
大

臣
が
自
ら
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
兼
用
工
作

物
の
場
合
で
あ
っ
て
も
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
こ
と

な
ど
の
特
別
な
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

シ
ン
イ
チ
で
は
、
最
後
に
そ
の
他
の
管
理
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
れ
は
こ
こ
ま
で
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
管
理
行
為
の
他

に
、
道
路
管
理
行
為
一
般
を
総
称
し
た
も
の
で
す
ね
。

具
体
例
が
パ
ッ
と
出
て
き
ま
せ
ん
が
ー
。

ダ
イ
蔵こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
の
例
と
し
て
は
、
道
路
の
区

域
の
決
定
及
び
そ
の
公
示
、
道
路
の
供
用
の
開
始
及
び

廃
止
、
道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
道
路
に
関
す
る

工
事
又
は
維
持
の
承
認
、道
路
台
帳
の
調
製
及
び
保
管
、

占
用
関
係
事
務
、
沿
道
区
域
の
指
定
、
通
行
の
禁
止
又

は
制
限
、
連
結
関
係
事
務
、
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
に

関
す
る
事
務
、
公
用
負
担
に
関
す
る
措
置
、
監
督
処
分

等
が
あ
り
ま
す
。

シ
ン
イ
チ
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
道
路
管
理
と
一
口

に
言
っ
て
も
こ
ん
な
に
多
く
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
と

は
ー
。
あ
ら
た
め
て
道
路
法
、
そ
し
て
道
路
行
政
の
奥

深
さ
を
再
認
識
し
た
気
が
し
ま
す
。
家
に
帰
っ
て
今
日

教
わ
っ
た
内
容
を
復
習
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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現
場
の
取
組
み
事
例
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千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

千
葉
市
建
設
局
土
木
部
路
政
課

二

千
葉
市
の
あ
ゆ
み

千
葉
市
は
、
大
正
一
〇
年

(
一
九
三
一
年
)
一
月
一
日
、

市
制
施
行
に
よ
り
千
葉
町
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
の

市
域
面
積
は
約
一
五
娼
、
人
口
三
万
三
、
0
0
0
人
、
市

内
に
は
師
範
学
校
、
医
学
校
な
ど
多
く
の
学
校
や
病
院
、

陸
軍
歩
兵
学
校
な
ど
の
軍
事
施
設
が
建
設
さ
れ
、
医
療
の

街
、
軍
隊
の
街
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
太
平
洋

戦
争
の
最
中
の
昭
和
二
〇
年
に
、
二
度
の
空
襲
に
よ
り
中

心
市
街
地
の
約
七
割
が
焼
失
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
と
貴

重
な
都
市
施
設
を
失
い
ま
し
た
。
戦
争
が
終
結
す
る
と
、

m

市
民
は
復
興
に
立
ち
上
が
り
、
戦
災
復
興
事
業
に
着
手
す

っ　

る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け
た
新
生
を
図
る
た
め
、
近
代

行

的
工
業
都
市
を
目
指
し
、
臨
海
部
へ
の
主
要
産
業
の
誘
致

箔

や
、
千
葉
港
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
現
在
の
千
葉
市
の

鬱

一
千
葉
市
の
位
置
、
地
勢
、
特
徴

千
葉
県
千
葉
市
は
、
東
京
湾
の
港
奥
部
に
面
し
、
東
京

都
心
部
か
ら
東
に
約
四
〇
臘
、
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
ま
す

(図
1
)。
千
葉
市
の
市
域
面
積
は
約
二
七

二
姑
、
市
の
西
側
、
臨
海
部
に
は
三
四
蠕
に
及
ぶ
埋
立
地

帯
が
広
が
り
、
旧
臨
海
地
域
と
合
わ
せ
て
広
域
に
渡
る
平

地
を
形
成
し
て

図

い
ま
す
。
一
方
、

置

内
陸
部
は
丘
陵

地
帯
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
で

も
豊
か
な
自
然

類

が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
総
人
口

は
全
県
の
約
一
五
%
を
占
め
る
九
三
万
人

(平
成
一
九
年

四
月
一
日
現
在
)
を
擁
し
、
平
成
四
年
に
全
国
で
三
一番

目
の
政
令
指
定
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
市
で
は
、
市
域
内
の
各
地
区
の
特
性
に
応
じ
、
さ

ま
ざ
ま
な
土
地
利
用
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
臨
海
地
区

に
お
い
て
は
｢幕
張
新
都
心
地
区
｣
、
｢蘇
我
副
都
心
地
区
｣

の
二
地
区
を
先
端
成
長
産
業
･
研
究
開
発
の
中
心
地
と
定

め
、
都
市
機
能
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
臨
海

地
区
で
あ
り
、
現
在
で
も
県
内
に
お
け
る
交
通
、
業
務
、

商
業
の
中
核
拠
点
で
あ
る

｢千
葉
都
市
地
区
｣
で
は
、
更

な
る
商
業
の
集
積
、
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
、
交
通
ア

ク
セ
ス
網
の
整
備

(立
体
交
差
点
の
建
設
、
都
市
計
画
道

路
の
整
備
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
内
陸
部
に
お
い

て
は
集
合
住
宅
地
の
整
備
を
進
め
、
住
民
の
生
活
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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都
市
機
能
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

三

千
葉
市
に
お
け
る
道
路
台
帳
の
管
理

市
域
の
都
市
機
能
や
住
宅
環
境
の
整
備
に
伴
い
、
道
路

を
め
ぐ
る
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
件
数
も
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本
市
で
は
、
従
来

の
紙
ベ
ー
ス
の
道
路
台
帳
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
一
括
管

理
す
る
こ
と
が
で
き
る

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣

を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス

テ
ム
｣
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
道
路
利
用
者
に
必
要
な
情

報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

表 道路の内訳 (平成 18年4月 1日現在)

＼
路線数

m

m

m
-
m

m

k

k

k

k

k

6

0

あ

あ

′
6

長

048

7

9

4

9

延

市 道 13
,
151 路線

国 道 線
主要地方道 鰊12
道県

十

般

言

一 線路n

纐蘂

四

千
葉
市
に
お
け
る
道
路
台
帳
管
理
方
法
の
変
遷

千
葉
市
で
は
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
調

製
さ
れ
た
各
種
道
路
台
帳
資
料
を
基
に
、
当
時
市
内
に
存

在
し
て
い
た
認
定
道
路
三
一、
五
二
九
路
線
、
総
延
長
三
、

一
三
七

･
七
如
に
つ
い
て
道
路
台
帳

(図
面
及
び
調
書
)

の
再
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
年
度
ま

で
に
、
市
内
全
域
の
道
路
に
つ
い
て
1
/
500
ス
ケ
ー
ル
図

面
の
調
整
及
び
認
定
路
線
の
延
長
、
幅
員
、
起
点
地
番
、

終
点
地
番
の
再
調
査
、
修
正
を
完
了
し
ま
し
た
。
な
お
、

当
時
調
整
し
た
道
路
台
帳
は
す
べ
て
紙
ベ
ー
ス
で
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
三
年
度
に
、
平
成
二
年
度
ま
で
に
作
成

さ
れ
た
道
路
台
帳
の
経
年
変
化
修
正
の
手
法
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
道
路
台
帳
の
デ
ー
タ
化
及
び
台
帳
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
定
の
理
由
は
、
第

一
に
、
道
路
台
帳
デ
ー
タ
を
必
要
に
応
じ
て
加
工
す
る
こ

と
で
、
他
部
署
で
も
活
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

庁
的
に
有
益
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
第
二
に
、
デ

ー
タ
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
道
路
台
帳
の
修
正
･
更

新

,
検
索

.
集
計
が
簡
易
、
迅
速
に
行
え
る
こ
と
、
第
三

に
、
紙
ベ
ー
ス
に
比
べ
て
維
持
費
、
更
新
費
の
節
減
が
期

待
で
き
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
以
上
の
経
緯
を
経

て
、
平
成
八
年
度
か
ら
現
在
の

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス

テ
ム
｣
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

五

千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
概
要

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
は
一
言
で
言
え
ば
、

道
路
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
相
互
に
結
び
つ
け
、

分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム

(ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
)

で
す
。
｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ
て
い
ま
す

(現
況
図
面
、
認

定
路
線
名
、
道
路
幅
員
、
道
路
区
域
の
境
界
、
道
路
区
域

の
境
界
の
座
標
値
等
)。
シ
ス
テ
ム
内
の
デ
ー
タ
に
は
大

き
く
分
け
て
、図
形
デ
ー
タ
と
属
性
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

前
者
は
文
字
通
り
図
形
を
表
す
デ
ー
タ
。
後
者
は
図
形
に

つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
説
明
の
デ
ー
タ
で
す
。

図
形
デ
ー
タ
は
主
に
ベ
ク
タ
デ
ー
タ
と
い
う
形
式
で
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ク
タ
デ
ー
タ
形
式
で
は
、
ま
ず
複

数
の
任
意
の
点
に
座
標
値
を
持
た
せ
、
座
標
値
を
持
つ
点

同
士
を
結
ぶ
こ
と
で
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
図
形
を
表
現

し
ま
す
。
こ
の
特
性
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
諾
々
の
図
形

群
を
共
通
の
座
標
系
に
組
み
込
み
、
図
形
同
士
を
正
確
に

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(例
え
ば
、
図
2
の
よ

う
に
図
面
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
)。

一
方
の
属
性
デ
ー
タ
は
、
主
に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
し

て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
属
性
デ
ー
タ
は
、
特
定
の

図
形
デ
ー
タ
に
関
連
付
け
ら
れ
て
お
り
、
図
形
デ
ー
タ
か

ら
属
性
デ
ー
タ
を
引
き
出
し
た
り
、
逆
に
属
性
デ
ー
タ
の

内
容
か
ら
図
形
デ
ー
タ
を
検
索
、
特
定
す
る
こ
と
が
で
き



現況図面

認定路線図

t幅員、路線名称等の情報 l
l道路区域の境界位置図

l公共基準点位置図 -位

　
　
　図 2 図面の重ね合わせイメージ

ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
住
宅
地
図
デ
ー
タ
、
公
図

(ラ
ス
タ
デ

ー
タ

(※
))、
航
空
写
真

(ラ
ス
タ
デ
ー
タ
)
等
が
図
面

と
し
て
シ
ス
テ
ム
内
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も

上
記
の
図
面
と
同
様
、
重
ね
合
わ
せ
て
表
示
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

※
!
ラ
ス
タ
デ
ー
タ
は
画
素

(ド
ッ
ト
)
の
集
ま
り
で
表
現
さ
れ
る
デ

ー
タ
形
式
で
す
。
ラ
ス
タ
デ
ー
タ
は
、
そ
れ
自
体
に
座
標
系
を
組

み
込
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ラ
ス
タ
デ
ー
タ
の
図

面
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
若
干
の
ズ
レ
が
生
じ
ま
す
。

六

千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
操
作
及
び
機
能

①

路
線
の
検
索

(図
3
)

初
期
画
面
で
検
索
す
る
路
線
の
番
号
を
入
力
し
ま

す
。
千
葉
市
内
の
認
定
路
線
に
は
、
路
線
番
号
が
割
り

当
て
ら
れ
て
お
り
、
検
索
画
面
で
路
線
番
号
を
入
力
す

る
と
そ
の
路
線
に
ジ
ャ
ン
プ
し
ま
す
。
今
回
は
千
葉
市

道
幕
張
西
七
六
号
線

(曇
G
og
q)
を
例
に
説
明
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

②

現
況
図
面
の
表
示

(図
4
)

こ
れ
は
現
況
図
面
で
す
。
こ
の
図
面
が

｢千
葉
市
道

路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
に
お
け
る
基
図

(骨
格
に
な
る
図

面
)
と
な
り
ま
す
。

③

認
定
路
線
図
の
表
示

(図
5
)

こ
の
図
面
で
、
幕
張
西
七
六
号
線
の
位
置
を
確
認
で

き
ま
す
。
丸
印
マ
ー
ク
が
認
定
路
線
の
起
点
、
矢
印
マ

ー
ク
が
終
点
で
す
。

G
k
g
N
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‘
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　道

図 3 路線検索画面
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④

道
路
幅
員
及
び
路
線
名
の
表
示

(図
6
)

現
況
図
面
に
、
道
路
幅
員
、
路
線
名
等
の
デ
ー
タ
を

重
ね
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
図
面
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
道
路
上
の
ど
の
位
置
の
幅
員

を
表
示
し
て
い
る
の
か
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑤

道
路
区
域
の
境
界
位
置
図

(図
7
)

現
況
図
面
と
道
路
区
域
の
境
界
位
置
図
を
比
べ
る
こ

と
で
、
道
路
区
域
と
現
況
の
道
路
状
況
と
の
比
較
が
で

　　

　　
　

′“!

/
ノた

　

　　　　

　　

　
　　　

　　　

　　

び路線名の表示

き
ま
す
。
現
況
図
面
デ
ー
タ
を
非
表
示
に
し
て
、
道
路

区
域
だ
け
の
図
面
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

な
お
道
路
区
域
の
境
界
位
置
は
道
路
境
界
標

(38
頁
写

真
1
･
2
参
照
)を
線
分
で
結
ん
で
図
面
化
し
て
お
り
、

各
道
路
境
界
標
に
は
そ
れ
ぞ
れ
公
共
座
標
値
が
属
性
デ

ー
タ
と
し
て
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
座
標
値
デ
ー
タ

は
、後
述
の
方
法
で
一
覧
表
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥

座
標
値
の
抽
出

図
8
の
よ
う
に
出
力
範
囲
を
指
定
し

(黒
線
枠
部

分
)、
指
定
範
囲
内
の
道
路
境
界
標
座
標
値
の
一
覧
表

(以
下
、
区
域
線
調
書
と
呼
び
ま
す
)
に
し
て
出
力
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

(図
9
)
。

⑦

公
共
基
準
点
の
表
示

(図
中
)

現
況
図
面
と
公
共
基
準
点

(38
頁
写
真
3
)
の
整
理

番
号
、
座
標
、
位
置
デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
せ
て
表
示
し

ま
す
。
現
況
図
面
と
公
共
基
準
点
位
置
を
重
ね
て
表
示

す
る
こ
と
で
、
道
路
上
の
ど
こ
に
公
共
基
準
点
が
存
在

す
る
か
、
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　　
　
　　
　
　
　
　
　

　
　
　　
　
　
　
　

　　
　　　　　
　　
　　
　　
　
　　　
　

、“
付
髪
荻
~ゞ

い
う
‘※
を
蕎が
ち
.

　

　

　　　

図 5 認定路線図

図 7 道路区域の境界位置図
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図 8 座標値の出力範囲指定

公
共
基
準
点
の
整
理
番
号
か
ら
、
公
共
基
準
点
の
位
置

を
特
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

⑧

道
路
台
帳
図
面
等
の
印
刷

(図
=
)

一
連
の
道
路
台
帳
図
面
及
び
区
域
線
調
書
は
す
べ
て

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
図
面
に
つ

い
て
は
網
掛
け
部
分
を
操
作
し
て
印
刷
範
囲
を
指
定

し
、
直
接
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
タ
へ
出
力
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
道
路
台
帳
を
紙
ベ
ー
ス
で
保
管
し
て
い
た
時

代
と
違
い
、
手
作
業
で
コ
ピ
ー
作
業
を
す
る
必
要
が
無

い
た
め
、
道
路
台
帳
図
面
や
区
域
線
調
書
の
交
付
事
務

を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

七

千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
状
況

1

窓
口
業
務

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
内
の
道
路
台
帳
情
報

は
、
当
初
閲
覧
の
み
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
道
路
台
帳
資

料
を
交
付
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
増
え
た
た
め
、
平
成

一
五
年
度
か
ら
窓
口
に
お
い
て
即
日
交
付
事
務
を
開
始
し

ま
し
た
(写
真
4
･
5
)。
｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
資
料
を
素
早
く
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

で
き
る
た
め
、
窓
口
で
の
対
応
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
交
付
対
象
資
料
は
道
路
区
域
図
面
、
区
域
線
調

書
、
公
共
基
準
点
位
置
図
面
、
道
路
幅
員
図
面
の
四
種
類

聖幽霊
幽霊
幽霊
霊
地幽霊
幽霊
賞

図 9 座標値一覧

公共基準点位置の表示
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-
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で
、
交
付
手
数
料
の
徴
収
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

道
路
台
帳
図
面
等
の
交
付
申
請
処
理
件
数
に
つ
い
て
は
、

集
計
ソ
フ
ト
に
随
時
記
録
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ

(図
惨
)
は
、
平
成
一
六
年
四
月
か
ら
平
成
一

九
年
三
月
ま
で
の
、
各
自
に
お
け
る

｢千
葉
市
道
路
管
理

シ
ス
テ
ム
｣
に
よ
る
道
路
台
帳
図
面
等
交
付
申
請
処
理
件

数
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
平
成
一
九
年
三
月
の
交

付
申
請
処
理
件
数
が
一
、
二
〇
〇
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
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2図
(道路区域図面、区域線調書、公共基準点位置図面、道路幅員図面等)

こ
れ
は
平
成
一
六
年
四
月
の
交
付
件
数
三
七
七
件
に
比
べ

て
、
三
倍
以
上
の
件
数
で
す
。

な
お
、
現
在
も
道
路
台
帳
図
面
等
の
交
付
申
請
件
数
は

増
加
傾
向
で
あ
り
、
将
来
的
に
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

2

統
計
の
た
め
の
各
種
数
量
集
計
業
務

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
内
に
は
、
通
常
業
務

で
使
用
さ
れ
る
も
の
と
は
別
に
、
道
路
統
計
に
使
用
す
る

た
め
の
数
値
等
が
属
性
デ
ー
タ
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
所
定
の
操
作
を
す
る
こ
と
で
、
千
葉
市
内

の
認
定
路
線
数
、
道
路
や
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等
の
総
延
長

及
び
総
面
積
、
道
路
の
舗
装
延
長
、
公
共
基
準
点
の
個
数

等
の
情
報
を
、
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
能

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
道
路
統
計
年
報
等
各
種
統
計
に
必

要
な
数
量
を
正
確
に
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3

そ
の
他
の
業
務

上
記
の
使
用
例
の
他
に
、
道
路
区
域
証
明
事
務
、
道
路

測
量
委
託
業
務
、
市
有
地
払
い
下
げ
業
務
、
用
地
移
管
業

務
等
幅
広
い
分
野
で

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

八

今
後
の
課
題
と
展
望

こ
れ
ま
で

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ

ム
｣
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

ー

道
路
台
帳
デ
ー
タ
の
更
新
に
つ
い
て

道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
は
現
地
の
状
況
を
正
確
に
反
映
し

て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
一
七
年
度
ま
で
本
市

で
は
一
年
ご
と
に
デ
ー
タ
更
新
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
道
路
状
況
の
変
化
と
デ
ー
タ
更
新
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が

あ
り
、
更
新
頻
度
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
も
あ

っ
た
た
め
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
は
デ
ー
タ
更
新
の
頻
度

を
増
や
し
、
四
月
と
一
〇
月
の
年
二
回
、
デ
ー
タ
を
更
新

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
現
地
の
状
況
を
よ
り
正
確
に
シ

ス
テ
ム
に
反
映
す
る
た
め
、
更
新
頻
度
を
増
や
し
て
い
く

予
定
で
す
。

2

シ
ス
テ
ム
操
作
方
法
周
知
の
不
徹
底

現
在

｢千
葉
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
は
本
庁
、
出
先

機
関
含
め
複
数
の
部
署
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
台

帳
シ
ス
テ
ム
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ
、
多

く
の
情
報
を
管
理
で
き
る
利
点
が
あ
る
反
面
、
操
作
方
法

が
や
や
煩
雑
で
あ
る
と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
シ
ス
テ
ム
を
頻
繁
に
使
用
す
る
職
員
で
な
い
と
、
十

分
に
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
使
い
こ
な
せ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
各
部
署
へ
シ
ス
テ
ム
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

配
布
し
、
シ
ス
テ
ム
操
作
方
法
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
シ
ス
テ
ム
の
使
用
に
不
慣
れ
な
職



写真2 千葉市道路境界標② 写真 1 千葉市道路境界標①千葉市公共基準点

員
を
対
象
に
操
作
説
明
会
な
ど
を
開
き
、
操
作
方
法
の
更

な
る
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

3

窓
口
に
お
け
る
業
務
量
の
肥
大

先
に
述
べ
た
通
り
、
近
年
急
激
に
道
路
台
帳
資
料
の
交

付
申
請
件
数
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
沢
山
の
方
に
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
人
員
的
に
資
料
交
付
申
請
の
処
理
能
力
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
窓
口
業
務
が
肥
大
化
し
続
け
る
と
、

通
常
業
務
に
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん

(現
に
窓
口
当
番

写真5 窓口での対応状況②

の
職
員
は
、
一
日
窓
口
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で

す
)
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
道
路
台
帳
デ
ー
タ
配
信
等
、
窓
口
で
の
業
務

量
を
軽
減
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
、
三
点
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、
千
葉
市
に
お
け
る
道
路
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
少
し
で
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
職
員
一
同
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



豊
中
市
の
道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

j
基
準
点
管
理
か
ら
地
籍
調
査
事
業
と
の
運
動
へ
j

豊
中
市
土
木
下
水
道
部
道
路
管
理
課

小
松

太
郎

一
道
路
区
域
確
定
と
基
準
点
･

境
界
点
管
理
の
解
決
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト

大
阪
府
豊
中
市
に
お
け
る
道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
検
討

は
、
平
成
三
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
時
、
土
木
部
に
は
、
昭
和
四
九
年
度
か
ら
実
施
し
て

き
た
道
路
区
域
確
定
業
務
に
よ
り
整
備
･
蓄
積
さ
れ
た
基

準
点

(
一
~
三
級
)
約
八
〇
〇
点
と
、
道
路
境
界
点
約
六

万
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
積
極
的
に
活

用
さ
れ
ず
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
、
年
度
･
区
域
毎
に

基
準
点
を
設
置
し
て
い
た
た
め
、
設
置
年
度
が
異
な
る
区

域
間
で
は
基
準
点
の
整
合
性
を
保
つ
こ
と
も
困
難
で
し

た
。そ

こ
で
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
三
年
度
か

ら
三
ヵ
年
で
、
市
全
域
に
二
級
基
準
九
〇
点
、
三
級
基
準

点
三
一〇
〇
点
を
新
た
に
設
置
し
、
道
路
に
関
連
す
る
測

量
業
務

(用
地
測
量
、
一
筆
明
示
、
寄
付
、
帰
属
、
移
管

な
ど
)
に
つ
い
て
は
基
準
点
使
用
を
義
務
づ
け
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
収
集
し
、
一
元
的
に
デ
ー
タ
管
理

を
図
る
計
画
を
立
て
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
膨
大
な
デ
ー
タ
を
管
理
で
き
る
G
I

S
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
諸
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
、
道
路
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
と
道
路
台

帳
付
図
の
デ
ジ
タ
ル
図
化

(D
M
5
0
0
)
の
調
査
研
究

が
始
ま
り
ま
し
た

(表
1
)。

約
ノ

ーズ

-1
‐

G市

ニ

基
準
点
座
標
か
ら
道
路
台
帳
塑
晏
で
を

醐 S構築経過

鱗 幣
檪彌獺好機締情報政策研究会で ｢地図情報部会｣ 設置

碎

鉾
.
碎

戦

職

緘

｢土木部地図研究会｣ の設置

月也図情報部会｣ の運営

｢地域情報化計画｣ で ｢都市情報システム｣ を位置づける

置設呑む絵研ムテス
¥
ン
弍
帷形状船

影

道

撮

｢

真

で

写

部
礎
坏
デジタル図化着手

平成8年
道路台帳システム稼働

謳の陰田期ムテスシ讓衞
唄

裁

“

会

化

造

図

維
多
嫌
ジ

報

デ

情
平成9年

基本図データベース構築完了

平成10年 基本図データベースを情報政策課に移管

幅
広
く
カ
バ
ー

表

昭
和
五
三
年
度
に
市
域
全
域
の
航
空
写
真
測
量
に
よ
る



道
路
台
帳
付
図
の
全
面
図
化
を
、
そ
し
て
昭
和
五
七
年
度

か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
毎
年
更
新
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
再
三
の
原
図
修
正
に
よ
る
精
度
の
劣
化
が
進
ん
だ
た

め
、新
規
に
図
化
す
る
時
期
を
当
時
迎
え
て
い
た
こ
と
も
、

デ
ジ
タ
ル
図
化
と
シ
ス
テ
ム
化
に
踏
み
出
す
要
因
の
一
つ

で
し
た
。

平
成
三
年
か
ら
の
全
市
域
へ
の
基
準
点
設
置
や
平
成
七

表 2 基準点の整備経過

婢憲ー
作 業 内 容

道路区域確定による基準
点測量

刻
印

疎

鰓
偽
筋

量

量

量

損

沢

涜

点

点

点

準

凖

準

基

基

基

級

級

級

年

>朧戟泙 知改騨轤
歇
黛
鯛

“翫

渕
馨
蝋
瀦烙測

点

点

点

点

凖

準

準

界

基

基

基

境

級

級

級

路

1

2

3

道 算

算

測

改

改

改
羸

測

量

量

量

年

>

7

果

F

成
蒋
韶

平

く
馬鰍蝋

大
渕皺.点阪基

轆測改噂鰯
量

準

測

基
繊
蟠
点

に

凖

災

基

震

脾
鯲
藤
蹴
喩
灘

よ
い聴雌猯

踝鰊鞭猩
行試

量

換

換

測

変

変

応

標

標

対

座

座

"

へ

へ

幻

系

系

果

地

地

成

測

測

地

界

界

測

世

世

鋒
齦幇戰肋

点準基るよに
算
点
改
準
、

基
測
子
改
電
の 換

に

変

果

標
緘
鎌
準

点
窿
燃
電

、

を

点

級

準

3

基
一
級

1
4

年
鵬
磁
證
平

が
鰊基るよに算撮改

損

、

S
測
P
改
G
の 鰍座測倣蹠境績基

年
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
基
準
点
の
改
測
･
改
算

等
の
基
準
点
整
備
作
業

(表
2
)
を
経
て
、
道
路
台
帳
付

図
の
も
と
と
な
る
基
本
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(D
M
5
o
o

フ
ァ
イ
ル
)
は
、
平
成
七
年
か
ら
三
年
を
か
け
、
道
路
台

帳
項
目
を
重
点
に
道
路
、
道
路
施
設
、
公
共
施
設
や
家
屋

な
ど
三
三
〇
項
目
を
、
航
空
写
真
か
ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
ピ

ン
グ
手
法
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。
隠
蔽
部
の
補
備
測
量

は
、
市
全
域
に
整
備
さ
れ
た
基
準
点
及
び
約
七
万
二
、
0

0
0
点
の
道
路
境
界
点
を
ベ
ー
ス
に
、
T
S
地
形
測
量
よ

り
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

平
行
し
て
、
基
準
点

･
境
界
点
管
理
や
境
界
確
定
、
道

路
敷
地
管
理
、
路
線
認
定
支
援
、
道
路
台
帳
管
理
な
ど
の

各
シ
ス
テ
ム
構
築
と
デ
J
タ
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
豊
中
市
の
道
路
台
帳
シ
ス
テ

表 3 道路台帳システムの機能概要

観 機能概要

基準点管理 カ碗尹式粃彫繃礎
雙
酸
漱
雌
基

割

成果表･点の記表示、
印刷

境界点管理
境界点 ･境界線情報入力 ･表示

SIM&A形式で入出力

境界確定

境界確定情報登録 ･表示

カ畝倖開業決嚇"
" 窓口支援

“ 資料整理

“ 境界証明図印刷

地番ポイント管理

CSV形式で情報取込み

鰊
路線情報管理、

告示調書印刷

路線図形の編集 ･管理

路線告示履歴管理

道路台帳

区間の横断要素の管理

橋梁
、
トンネルなどの台帳管理

鯛･
理

計

管

集

･

書

集

調

絹

省

の

務

形

総

図

や

等

省

部

交

道

圃

歩

法

敷

路

路

道

道

囃
公共用地情報表示管理

CSV形式で情報取込み

筆界図形の編集･管理



ム
は
、
道
路
管
理
業
務
の
基
礎
と
な
る
基
準
点
測
量
と
デ

ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
出
発
点
と
し
て
構
築
し
て
き
た
た
め
、

基
準
点
や
道
路
境
界
点
な
ど
の
位
置
参
照
点
の
座
標
管
理

機
能
か
ら
道
路
台
帳
調
書
等
の
出
力
機
能
ま
で
を
広
く
カ

バ
ー
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

(表
3
)
。

三

日
常
業
務
の
中
で
デ
ー
タ
を

更
新
で
き
る
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
が
シ
ス
テ
ム
や

デ
ー
タ
を
単
に
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
職
員
自
ら
が
日

常
業
務
の
中
で
デ
ー
タ
を
登
録
･
更
新
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

境
界
確
定

(明
示
業
務
)
支
援
機
能
で
は
、
通
常
の
明

示
業
務
が
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
受
付
↓
業

務
支
援
↓
起
案
↓
業
務
処
理
↓
デ
ー
タ
更
新
↓
納
付
書
発

行

･
手
数
料
徴
収
と
い
う
、
一
連
の
流
れ
が
う
ま
く
働
い

て
い
ま
す
。

一
年
間
で
明
示
申
込
が
約
七
〇
〇
件
、
道
路
敷
の
寄
付

や
帰
属
が
約
一
〇
〇
件
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
職
員
が
登

録
す
る
境
界
点
や
境
界
点
結
線
は
六
、
0
0
0
図
形
を
超

え
ま
す
。
担
当
職
員
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
既
明
示
資
料
や
敷
地
所
有
者
の
検

索
等
の
資
料
抽
出
に
か
か
る
時
間
が
シ
ス
テ
ム
化
に
よ

り
、
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
お
り
、
標
準
的
な
処
理
時
間
は

以
前
に
比
べ
、若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
短
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
基
準
点
や
境
界
点
成
果
は
、
S
I
M
A
フ
ォ
ー

艇靱-&出血蝋喚叛毎癬桟鞁湯島鮫界暁奉読税目○伝送輸輯フズ. ･ き･ 、
1 S I M A ファイルから境界点を登録

圓
マ
ッ
ト
、
国
土
交
通
省
公
共
測
量
作
業
規
程
に
準
拠
し
た

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
の
入
出
力
が
可
能
で
、
測
量
業
者
と
の

デ
ー
タ
の
受
け
渡
し
や
、
大
量
の
境
界
点
を
シ
ス
テ
ム
に

登
録
す
る
際
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

(図
1
)。

こ
れ
ら
日
々
蓄
積
さ
れ
る
境
界
点
の
デ
ー
タ
は
、
道
路

台
帳
付
図
更
新
時
に
は
道
路
線
や
側
溝
線
の
基
準
の
線
と

な
り
、
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
区
域
決
定
の
際
の
区
域
線

と
な
る
な
ど
、
境
界
確
定
業
務
以
外
に
も
用
い
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

市
道
の
新
規
認
定
や
路
線
変
更
等
の
告
示
資
料
作
成
時

に
は
、
路
線
認
定
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い
ま
す
。
こ

こ
で
、市
道
路
網
図
形
や
認
定
履
歴
等
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

職
員
が
登
録
し
た
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
そ
の
ま
ま
、
市

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
路
線
情
報
に
利
用
さ
れ
ま
す

(図

2
)
0シ

ス
テ
ム
導
入
前
は
、
道
路
台
帳
調
書
等
の
数
値
は
、

多、路上野坂線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
2 区域決定告示図の印刷　　図



も
っ
ぱ
ら
地
方
交
付
税
の
算
定
数
値
と
し
て
利
用
さ
れ
る

だ
け
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
道
路
台
帳
の
デ
ー
タ
類

を
委
託
業
者
が
保
管
し
て
い
た
た
め
、
職
員
自
ら
が
、
適

宜
、
必
要
と
す
る
集
計

･
解
析
、
帳
票
類
の
出
力
が
で
き

ず
、
道
路
台
帳
を
有
効
に
か
つ
多
目
的
に
利
用
で
き
る
状

態
に
な
か
っ
た
か
ら
で
す
が
、
現
在
は
、
道
路
区
間
ポ
リ

ゴ
ン
図
形
の
整
備
と
そ
れ
と
連
動
し
た
台
帳
数
値
は
、
道

路
計
画
や
都
市
計
画
部
門
等
全
庁
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

の
さ
れ
方
を
し
て
い
ま
す

(図
3
)。
こ
れ
ら
の
道
路
区

　　
　
メ
毒
ゞ
そ
ぎ
{

間
ポ
リ
ゴ
ン
や
道
路
中
心
線
、
幅
員
線
等
に
つ
い
て
も
、

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
職
員
に
よ
る
図
形
の
作
成
や
更

新
、
区
間
情
報
等
の
修
正
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四

G
P
S
測
量
に
よ
る
基
準
点
の

故
測
作
業
の
実
施

こ
の
よ
う
に
、
豊
中
市
の
道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
は
、
高

い
精
度
で
作
成
さ
れ
た
基
盤
地
図
の
上
に
構
築
さ
れ
、
か

つ
、
基
準
点
及
び
境
界
点
の
管
理
機
能
を
シ
ス
テ
ム
に
内

箋ゞ 携轄れ学びぜすべて狄うを出力N知 xす檮鰈づ縦知力斜魚易妻と蓋夕霧適合※ゞ 甥シリ刻印刷敷鰔鰯饑説宅遵聽員鬮聖力濕-I蝮
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4

阪

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　
　
　
　

◆阪神 淡 路大震災後の平成 7年成果移行時に行った改測 ･

改算が混在する区域で現地と成果にずれが生じている。

◆電子基準点公表成果 (1997.1l ) と日々座標に差異が見られ、
R T K - G P S 測量において F I X に時間がかかる。今後、

表4 電子基準点フリーネット成果移行の背景

間ポリゴン図形

包
し
て
い
る
た
め
、
基
準
点
の
精
度
を
常
に
新
鮮
で
高
精

度
な
も
の
と
し
て
維
持
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
自

体
の
存
続
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
市
の
道

路
管
理
行
政
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
基
準
点
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
不
断
の
注
意
を
払
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

測
地
成
果
2
0
0
0
へ
の
い
ち
早
い
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、
R
T
K
ー
G
P
S
測
量

(F
K
P
方
式
)
の
実
験
や

精
度
検
証
を
平
成
十
一
年
か
ら
行
い
、
電
子
基
準
点
成
果

へ
の
移
行
や
G
P
S
測
量
を
用
い
た
道
路
台
帳
更
新
作
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
豊
中
市
で
は
、
基
準

点
に
係
る
諸
課
題

(表
4
)
を
解
決
す
る
た
め
、
R
T
K

ー
G
P
S
測
量

(F
K
P
方
式
)
に
よ
る
基
準
点
の
改
測

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
電
子
基
準
点
の
日
々
座
標
を
利
用
し
た
一
点

固
定
の
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
網

(関
西
の
二
〇
点
網
)
に
よ
る

F
K
P
観
測
成
果
値
に
、
電
子
基
準
点
公
表
成
果
と
の
差

分
を
加
減

(コ
ン
タ
図
に
よ
る
補
正
)
す
る
こ
と
に
よ
り

基
準
点
成
果
を
求
め
る
も
の
で
す

(図
4
)。

観
測
は
、
職
員
自
ら
が
行
い
ま
し
た
。
三
脚
を
正
し
く

据
え
る
こ
と
と
P
C
操
作
を
覚
え
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
も

の
で
、
慣
れ
れ
ば
一
点
の
観
測
時
間
も
移
動
時
間
を
含
め

て
、
約
一
五
分
と
短
時
間
で
済
む
も
の
で
し
た

(写
真
)。

平
成
一
人
年
度
か
ら
開
始
し
、
現
在
、
基
準
点
永
久
標
約

七
〇
〇
点
の
観
測
を
終
え
、
成
果
の
計
算
作
業
と
ま
と
め

を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　

痴
勧
座

時

あ

　

　

　
　
　

異

"

　　　
　
　
　　

　

々

こ

ぎ

果

と

1
能

7
域

の
癰
可
F

可F I X しない地域がみられる可能性がある。

◆豊中市では、過去の観測データで改算作業を多数行ってい

る

観測時点での電子基準点と観測点の位置

、今後の測量 (未来 ･過去に遡っての改
　
　
　
　
　
　
　
観

、
き　　　　

　
　
　

　



F K P 観測
(昼間は 2 人 1班体制)

な
お
、
四
級
基
準
点
や
境
界
点
座
標
の
改
算
は
、
コ
ン

タ
図
を
用
い
た
補
正
値
に
よ
り
座
標
変
換
を
行
い
ま
す

が
、G
I
S
ソ
フ
ト
を
応
用
し
た
変
換
ツ
ー
ル
を
用
意
し
、

旧
成
果
か
ら
新
成
果
へ
の
変
換
や
変
換
後
デ
ー
タ
の
道
路

台
帳
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
を
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

五

地
籍
調
査
支
援
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動

冒
頭
に
紹
介
し
た
道
路
区
域
確
定
業
務
は
、
平
成
エ
ハ

年
度
か
ら
、
都
市
再
生
地
籍
調
査
事
業

(官
民
境
界
等
先

行
調
査
)
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
一
筆
調
査

に
先
行
し
て
官
民
や
宮
官
境
界
の
調
査

･
測
量
を
実
施
す

る
も
の
で
、道
路
区
域
確
定
業
務
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
、

し
か
も
国
と
府
が
経
費
の
3
/
4
を
補
助
す
る
も
の
で

す
。そ

れ
に
伴
い
、
道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
道
路
区

域
確
定
業
務
を
支
援
す
る
機
能
を
、
地
籍
調
査
を
支
援
す

る
も
の
に
全
面
的
に
差
し
替
え
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
単
に
事
業
完
了
後
の
成

果
を
蓄
え
て
お
く
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
事
前
の
資
料
収

集
や
準
備
段
階
か
ら
職
員
の
事
務
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き

る
よ
う
に
、
法
務
局
等
か
ら
取
り
寄
せ
た
土
地
所
有
者
情

報
の
取
り
込
み
と
整
理
、
説
明
会
案
内
等
の
帳
票
類
の
出

力
や
調
査
素
図
の
元
と
な
る
地
番
図
の
修
正
等
が
行
え
る

と
と
も
に
、
筆
界
確
定
に
か
か
る
情
報
を
、
道
路
台
帳
シ

ス
テ
ム
の
境
界
確
定
支
援
機
能
と
連
動
さ
せ
、
通
常
の
明

示
情
報
と
垣
根
な
く
検
索
･
照
会
が
可
能
な
設
計
と
し
て

い
ま
す

(表
5
)。

官
民
境
界
等
先
行
調
査
に
よ
り
官
民
境
界
が
確
定
し
た

街
区
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
街
区
内
で
の
地
積
測
量
図
の

土
地
異
動
情
報
を
追
跡
し
、
民
民
境
界
座
標
を
シ
ス
テ
ム

に
登
録
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
十
四
条
地

図
と
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

穴

シ
ス
テ
ム
稼
動
一
〇
年
目
に

夫
規
模
な
改
修
を
実
施
中

平
成
人
年
度
か
ら
稼
動
し
て
い
る
道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム

は
、
当
時
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
G
I
S
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に

よ
る
制
限
が
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム

稼
動
一
〇
年
目
を
機
に
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
の
進
化

表5 地籍調査支援システムの
機能概要

地鍵調査情報表示

み

効
録

込

果

登

結

報

タ

備

･

情

一

準

画

備

備

定

デ

せ

会

計

準

準

確

部

寄

明

会

会

会

界

外

名

説

立

立

立

境

効所

琺

癩

査

一戸

調

練

名寄せ

説明会準備

立会計画

立会準備

溌結緘
備

定
鎚
雜
立

境

地籍フォーマット2000の取込み

筆界図形の編集･管理

･製品仕様書の作成
･公共測量作業実施計
画書の提出
　　　 　

計

認

成
施

承

作
実

用

の
業

便

書
作
出
の
出

様
量
提
果
提

仕
測
の
成
の

品
共
書
量
諸

製
公
画
測
申

測量成果の使用及び
公共測量実施計画に
ついての承認 ･助言

旧観測値を用いた故算

1995年阪神淡路大震災後成果移行時データを使用

!パラメータ (コンタ‐)図作成ーバラメ‐夕による圈蹴誌換

　
　

　4級基準点 ･境界点 (座標変換)

成果等整理

図 4 豊中市基準点改;則作業の流れ

旧2 ･ 3級基準点一部
RT K - G P S F K P方式観測

パラメータ (コンタ- )図作成
フリーネット成果から公表成果

電子基準点からの
現地観測



に
合
わ
せ
て
、
シ
ス
テ
ム
を
大
規
模
に
改
修
す
る
こ
と
に

し
、現
在
そ
の
開
発
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ユ
ー
ザ
の
操
作
感
は
そ
の
ま
ま
に
、
シ
ス
テ
ム
の
基
幹

部
分
を
従
来
の
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
型
か
ら
複
数
ユ
ー
ザ
が

編
集
可
能
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
型
に
、
ま
た
G
I
S

ソ
フ
ト
も
最
新
の
も
の
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た

(図
5
)。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
豊
中
市
と
㈱
パ
ス
コ
が
共
同
し
て

開
発
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

繊謙斑鰯 i口富憂鬱尖 メ
一

一
5

ゞ虚症
裔

鰹
膊

鮴群
腰
離

脱
捲
鵲
峨

猾薹

讓
讓

鱗
訟
鱗
灘
藝

,
誣
擾
酸o

鬱

爺鰔

饑盪? べ涯
の浄
円
＼

鰯脇淺燃響
クム 占,饉出級4

表示ly-5I将lpl 鰐
饑
蹄離職…

禰
飜
鰤
鰤斗

図 5 新道路台帳システム (開発中)

封入の滋訳艇}“-務ゆ脳ン粁均截村:ブ凹
ゴ到凶
I

▼ミききr霞謳邊長寿希

m
鰍

の
配
布
を
豊
中
市
が
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
ど
の

行
政
機
関
等
で
も
使
用
可
能
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

七

道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
発
展

j
工
事
図
面
デ
ー
タ
と
の
相
互
連
携
に
向
け
て
‘

国
の
G
I
S
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
0
の
施

策
一
覧
に
お
い
て
、
工
事
で
電
子
納
品
さ
れ
る
C
A
D
図

面
の
情
報
を
活
用
し
、
基
盤
地
図
情
報
を
円
滑
に
更
新
す

る
技
術
や
基
準
の
開
発
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
中
市
で
は
、
道
路
台
帳
付
図
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
と
も

に
、
工
事
担
当
部
門
が
D
M
デ
ー
タ
を
設
計
図
面
と
し
て

利
用
す
る
事
例
が
増
え
る
と
と
も
に
、
D
M
5
o
o
デ
ー

タ
フ
ァ
イ
ル
の
市
民
へ
の
頒
布

(C
A
D
フ
ァ
イ
ル
形
式

で
の
頒
布
は
平
成
一
八
年
か
ら
)
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
工
事
部
門
で
加
工
さ
れ
た
竣
工
図
面
デ

ー
タ
を
道
路
台
帳
付
図
の
更
新
に
用
い
る
と
こ
ろ
ま
で
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
竣
工
図
が
確
定
測
量
に
よ
る
も
の
で

な
い
こ
と
や
C
A
D
フ
ァ
イ
ル
が
国
家
座
標
に
連
結
さ
れ

て
お
ら
ず
、
D
M
デ
ー
タ
へ
の
標
定
が
困
難
で
あ
る
等
の

課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
国
レ
ベ
ル
で
検
討
さ
れ

て
い
る
基
準
づ
く
り
に
学
び
な
が
ら
、
建
設
工
事
か
ら
維

持
管
理
と
い
う
道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
測
量

業
務
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し

(図
6
)、
実
業
務
で
C

A
D
I
G
I
S
の
相
互
連
携
を
図
り
、
地
図
更
新
に
係
る

費
用
の
軽
減
や
迅
速
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

讓.回
(道路) 鬘醸ライフ夢イタル

維持管理

確定測量を実施すれば、工事竣工図面
データの品質を確保できる!!
【測量成果電子納品要領 (案)】

建設C A L S による新しい業務プロセスを実現することが重醸

図 6 建設ライフサイクルにおける測量の新しい位置付け



〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
人
年
六
月
二
八
日

静
岡
地
裁

請
求
棄
却
(控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕

平
成
一
八
年
一
〇
月
二
五
日

東
京
高
裁

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

一言 ね .
　
　
　 　 　

今
回
紹
介
す
る
事
例
は
、
カ
ー
ブ
に
お
い
て
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
点
か
ら
自
動
車
が
転
落
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
事
故
が
通
常
の
用
法
に
即
し
た

走
行
な
い
し
道
路
の
使
用
の
際
に
発
生
し
た
事
故
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
転
落
現
場
周
辺
の
防
護
施
設
の
設
置

状
況
等
か
ら
、
道
路
管
理
者
に
瑕
疵
は
な
い
と
し
て
霊
坐
貝

と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。

し
、
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
及
び
民
法
七
百
十
七
条

一

項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。

原
審
は
、
亡
×
が
転
落
を
開
始
し
た
道
路
部
分

(以

下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
が
道
路
と
し
て
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、

被
告
に
上
記
道
路
部
分
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
は
な
い
と

し
て
、
本
件
請
求
を
棄
却
し
た
。

原
告
が
控
訴
。

2

事
実
関
係

(
一
部
実
例
か
ら
簡
略
化
し
て
い
ま
す
)

ゆ

本
件
道
路
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

①

A
線
は
、
カ
ー
ブ
が
多
い
川
沿
い
の
山
間
道

路
で
あ
り
、
大
井
川
側
は
急
勾
配
の
崖
と
な
っ

て
い
る
。
本
件
道
路
の
東
側
は
崖
下
約
二
〇
0

m
に
大
井
川
が
流
れ
、
西
側
は
山
で
あ
る
。

本
件
道
路
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
規
定
す
る
瑕
疵
と
は
、
公
の

営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を

い
い
、
瑕
疵
の
判
断
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、

場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮

し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
通
常
の

用
法
に
即
し
な
い
行
動
の
結
果
生
じ
た
事
故
に
つ
い
て
ま

で
設
置
管
理
者
が
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ

て
い
る
。

ー

事
例
の
概
要

本
件
は
、
亡
×
の
乗
車
す
る
自
動
車
が
静
岡
市
道
A
線

(以
下

｢A
線
｣
と
い
う
。)
を
走
行
中
崖
下
に
転
落
し
死

亡
し
た
こ
と
に
関
し
、
亡
×
の
相
続
人
で
あ
る
原
告
が
、

上
記
事
故
の
原
因
は
、
A
線
の
設
置
管
理
者
で
あ
る
被
告

静
岡
市
が
転
落
箇
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と

な
く
放
置
し
た
こ
と
に
あ
り
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
市
道

の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
、
被
告
に
対

カ
ー
ブ
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

地
点
か
ら
自
動
車
が
転
落
し
た
事
故
に
つ
い
て

道
路
の
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
静
岡
市
道

自
動
車
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



幅
員
約
五
･
三
m
の
平
坦
な
市
道
で
、
中
央
線
等

隙
間
か
ら
自
動
車
が
転
落
し
た
こ
と
が
あ
る
。
た

③

亡
X
運
転
車
両
の
路
外
逸
脱
速
度
は
、
第
一
転

の
表
示
の
な
い
単
路
で
あ
る
。
本
件
道
路
の
亡
×

だ
し
、
自
殺
と
い
う
尊
ゞ
流

し
て
"
た
。

･
b
占
襞

勺

、
‘
山

1

＼

"

の
進
行
方
向
は
、
右
曲
が
り
の
直
角
に
近
い
急
カ

ー
ブ
で
前
方
の
見
通
し
が
悪
く
、
勾
配
率
二
･
五

一
%
の
下
り
勾
配
で
あ
る
。
本
件
道
路
に
交
通
規

制
は
な
い
。

A
線
は
、
B
地
区
方
面
と
C
地
区
方
面
を
結
ぶ

地
域
の
主
要
道
路
で
あ
る
が
、
交
通
量
は
日
中
で

も
少
な
い
。

本
件
道
路
の
あ
る
B
地
区
付
近
は
、
雨
や
霧
が

多
く
、
冬
場
は
最
低
気
温
が
氷
点
下
と
な
る
地
域

で
あ
る
。

本
件
転
落
地
点
は
、カ
ー
ブ
の
終
点
で
あ
っ
て
、

カ
ー
ブ
の
始
点
よ
り
も
曲
率
の
程
度
は
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
。

②

本
件
道
路
に
は
、
別
図

("
頁
参
照
)
の
と
お

り
、
カ
ー
ブ
中
央
に
未
舗
装
の
待
避
所
が
設
け
ら

れ
、
待
避
所
中
に
は
土
盛
り
が
さ
れ
て
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
及
び
電
柱
が
設
置
さ
れ
、
本
件
転
落
地
点
に

は
、
丸
形
反
射
板

(以
下

｢デ
リ
ネ
ー
タ
ー
｣
と

い
う
。)
付
き
の
路
側
ポ
ー
ル
が
四
本
設
け
ら
れ

て
い
た
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
設
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
直
近
の
C
地
区
方
向
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

③

本
件
転
落
の
前
年
に
、
A
線
の
本
件
転
落
現
場

よ
り
C
地
区
寄
り
の
地
点
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

だ
し
、
自
殺
と
い
う
噂
が
流
布
し
て
い
た
。

④

A
線
が
林
道
か
ら
市
道
に
移
管
さ
れ
た
平
成
六

年
以
降
、
被
告
に
お
い
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
市

道
の
整
備
事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
が
、
本

件
転
落
後
間
も
な
く
、
A
線
道
路
改
良
工
事
の
一

環
と
し
て
、
本
件
転
落
地
点
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
た
。

②

本
件
転
落
の
態
様
等

①

亡
×
は
、
平
成
一
四
年
八
月
三
一
日
か
ら
同
年

九
月
二
日
ま
で
の
間
に
、
車
検
切
れ
の
普
通
乗
用

車
を
運
転
し
て
、
A
線
を
B
地
区
方
面
か
ら
C
地

区
方
面
に
向
け
て
走
行
し
て
い
た
が
、
本
件
転
落

地
点
か
ら
車
両
ご
と
転
落
し
、亡
X
は
死
亡
し
た
。

亡
×
運
転
車
両
は
、
路
外
逸
脱
後
、
約
四
0
m

下
方
の
地
点
に
第
一
転
落
を
し
た
。
第
一
転
落
地

点
か
ら
上
方
に
垂
線
を
引
く
と
崖
端
か
ら
二
八
m

の
地
点
で
あ
っ
た
。

亡
×
運
転
車
両
は
、崖
下
約
一
八
0
m
地
点
に
、

車
両
底
部
を
上
に
し
て
転
覆
、
大
破
し
て
お
り
、

前
照
灯
の
ス
イ
ッ
チ
は
オ
フ
に
な
っ
て
い
た
。

②

本
件
転
落
地
点
に
設
置
さ
れ
た
デ
リ
ネ
ー
タ
ー

付
き
の
路
側
ポ
ー
ル
四
本
の
う
ち
、
C
地
区
寄
り

の
一
本
が
崖
下
方
向
に
曲
損
し
て
い
た
が
、
路
面

に
亡
X
運
転
車
両
の
ス
リ
ッ
プ
痕
等
顕
著
な
痕
跡

は
な
か
っ
た
。

落
地
点
が
崖
下
約
四
〇
m
、
崖
端
か
ら
二
八
m
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
三
五
･
二
八
如
/
h
と
算
定
さ

れ
る
。

本
件
道
路
の
曲
率
半
径
は
17
R
で
あ
り
、
限
界

旋
回
速
度
は
三
人
･
九
如
/
h
と
算
定
さ
れ
、
路

外
逸
脱
速
度
が
こ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
件
転
落
の
原
因
は
速
度
超
過
で
は
な
い
。

④

本
件
転
落
が
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
平
成
一

四
年
八
月
三
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
日
ま
で
の

間
、
本
件
転
落
地
点
付
近
の
天
候
は
、
晴
れ
て
風

も
な
く
、
霧
も
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
。

⑤

亡
×
は
、
か
つ
て
運
送
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、自
動
車
の
運
転
に
は
熟
練
し
て
い
た
。

3

争
点

=

本
件
道
路
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
。

②

損
害
額

(本
稿
に
お
い
て
略
)

4

原
告
の
主
張

の
本
件
道
路
は
、
山
間
道
路
の
危
険
要
素
を
す
べ
て

充
足
し
て
お
り
、
A
線
は
当
該
地
域
の
主
要
道
路
で

あ
っ
て
、
道
路
状
況
を
承
知
し
な
い
観
光
客
な
ど
も

通
行
す
る
道
路
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
を
設
置
管

理
し
て
い
る
被
告
に
お
い
て
、
路
外
逸
脱
の
危
険
を

除
去
、
防
止
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら



ず
、
被
告
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
そ
の
他
の
防
護
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
な
く
放
置
し
、
亡
X
は
、
本
件
道
路

の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
よ
り
死
亡
す
る
に
至
っ
た
。

②
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
の
必
要
性
は
、
当
該
道
路
の

客
観
的
状
況

(危
険
性
)
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ

き
と
こ
ろ
、
本
件
道
路
は
、
法
令
を
受
け
て
定
め
ら

れ
た
防
護
柵
設
置
基
準

(以
下
｢設
置
基
準
｣
と
い

う
。)
第
2
章
2
ー
1
に
よ
る
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
間
で
あ
り
、
路
外

の
危
険
度
が
特
に
高
い
区
間
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
区
間
で
あ
っ
た
。

設
置
基
準
に
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
当
該
道
路
の

安
全
性
の
欠
如
と
道
路
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
が
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
被
告
の
有
貴
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

③
そ
も
そ
も
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
道
路
安
全
設

備
は
、
運
転
の
誤
り
を
前
提
と
し
て
、
運
転
者
の
生

命

･
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
亡
×
は
、
限
界
旋
回
速
度

(三
人
･

九
如
/
h
)
を
下
回
る
約
三
五
･
二
八
師
/
h
で
走

行
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
速
度
で
、

何
ら
か
の
運
転
の
誤
り
に
よ
る
路
外
逸
脱
は
、
通
常

起
こ
り
得
る
事
故
で
あ
っ
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
よ

っ
て
、運
転
者
の
生
命
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
は
可
能
で
あ
っ
た
。

④
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
や
カ
ー
ブ
"
"
フ
ー
は
、
雨
、
霧
な

ど
の
気
象
条
件
下
に
お
い
て
は
事
故
を
防
ぐ
効
果
は

な
く
、
｢通
常
運
転
｣
や

｢遵
法
運
転
｣
の
指
標
で

あ
っ
て
、
路
外
逸
脱
事
故
の
発
生
に
お
い
て
運
転
者

の
安
全
を
確
保
す
る
設
備
で
は
な
い
。

5

被
告
の
主
張

①
本
件
道
路
が
殊
更
危
険
な
道
路
で
あ
る
こ
と
は
否

認
す
る
。
本
件
道
路
は
、
幅
員
が
五
･
三
m
と
比
較

的
広
い
上
に
待
避
所
も
含
め
て
緩
や
か
な
右
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
お
り
、
四
〇
蛔
/
h
以
下
の
速
度
で
あ
れ

ば
曲
が
り
き
れ
な
い
カ
ー
ブ
で
は
な
く
、
通
常
の
運

転
で
は
転
落
す
る
危
険
性
が
な
い
。

本
件
転
落
地
点
は
、
カ
ー
ブ
の
終
点
で
あ
っ
て
、

カ
ー
ブ
の
始
点
よ
り
も
曲
率
の
程
度
は
緩
や
か
に
な

っ
て
お
り
、
本
件
道
路
を
一
定
の
速
度
で
進
行
し
て

き
て
、
制
動
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
に
、
遠
心

力
が
最
大
に
な
る
の
は
待
避
所
中
央
辺
り
で
あ
っ

て
、
本
件
転
落
地
点
で
は
転
落
の
危
険
は
小
さ
い
。

②
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
は
、
当
該
営

造
物
が
具
体
的
、
個
別
的
に
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険

の
発
生
を
防
止
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ

て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
事
故
と
の
関

係
で
厳
密
に
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
転
落
は
、
亡
×
が
運
転
す
る
車
両
が
走
行
中

に
路
外
逸
脱
し
た
交
通
事
故
で
あ
る
か
ど
う
か
も
不

明
で
あ
り
、
本
件
転
落
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
よ
っ
て

防
止
で
き
た
か
に
つ
い
て
も
一
切
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
転
落
は
、
速
度
超
過
に
よ
る
路
外
逸

脱
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
デ
リ
ネ
ー
タ

ー
に
よ
っ
て
左
側
路
肩
の
位
置
が
明
ら
か
で
あ
っ
た

か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
と
本
件
転
落
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
い
。

③
道
路
構
造
令
は
、
道
路
の
新
築
、
改
築
の
場
合
に

お
け
る
構
造
の
一
般
的
基
準
を
定
め
る
も
の
で
あ

り
、
道
路
の
高
度
の
安
全
性
を
追
求
す
る
行
政
上
の

立
場
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
設
置
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
当
該
道
路

が
直
ち
に
安
全
性
を
欠
き
、
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ

る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

本
件
道
路
の
カ
ー
ブ
中
央
に
は
待
避
所
が
あ
り
、

待
避
所
中
に
は
土
盛
り
が
さ
れ
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及
び

中
電
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本
件
転
落
地
点
に

は
、
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

本
件
道
路
の
安
全
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
被
告

の
本
件
道
路
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
。

④
亡
×
に
は
多
額
の
借
財
が
存
し
、
亡
×
が
運
転
し

て
い
た
車
両
は
車
検
切
れ
で
あ
っ
た
。
本
件
転
落
地

点
に
ス
リ
ッ
プ
痕
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
示
す
痕

跡
が
存
し
な
い
こ
と
、
速
度
超
過
に
よ
る
路
外
逸
脱

の
可
能
性
が
な
い
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、本
件
転
落
は
、

運
転
者
の
著
し
い
前
方
不
注
視
又
は
ハ
ン
ド
ル
操
作

の
誤
り
、
あ
る
い
は
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
終
え
て
か



ら
殊
更
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
返
し
た
こ
と
に
よ
り
発

二
〇
0
m
に
大
井
川
が
流
れ
て
お
り
、
急
勾
配
の

ル
を
四
本
設
け
て
、
夜
間
で
も
前
照
灯
を
点
灯
し

生
し
た
も
の
で
あ
る
。

崖
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
左
側
に
路
外
逸
脱
し
た

て
い
れ
ば
左
側
路
肩
の
位
置
を
把
握
で
き
る
よ
う

6

裁
判
所
の
判
断

①
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
瑕
疵
と
は
、
公
の

営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ

と
を
い
い
、
そ
の
判
断
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、

用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情

を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
す
べ
き

で
あ
り
、
通
常
の
用
法
に
即
し
な
い
行
動
の
結
果
生

じ
た
事
故
に
つ
い
て
ま
で
、
設
置
管
理
者
が
責
任
を

負
う
も
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
道
路
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
の
発
生

を
防
止
す
る
に
足
り
る
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

を
必
要
と
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
も
っ
て
足
り
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
道
路
の
設
置
管
理
者
が
発
生
し
た
事
故

に
つ
い
て
責
任
を
負
う
の
は
、
設
置
管
理
の
瑕
疵
、

す
な
わ
ち
当
該
道
路
の
危
険
性
と
因
果
関
係
の
あ
る

範
囲
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。

②
前
記
認
定
事
実
を
前
提
と
し
て
、
本
件
道
路
に
つ

い
て
、
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

た
か
ど
う
か
、
被
告
が
設
置
管
理
者
と
し
て
責
任
を

負
う
べ
き
か
に
つ
い
て
以
下
検
討
す
る
。

①

本
件
道
路
の
地
理
的
条
件
は
、
東
側
は
崖
下
約

崖
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
左
側
に
路
外
逸
脱
し
た

場
合
に
は
、
本
件
転
落
の
よ
う
な
運
転
者
、
同
乗

者
の
生
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
結
果
が
生
ず
る
危

険
性
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
こ
と
は
、
本
件
転
落
地
点
に
限
ら
ず
、
A
線
の

他
の
部
分
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、

市
道
に
移
管
さ
れ
て
以
来
、
被
告
に
お
い
て
、
平

成
七
年
度
よ
り
継
続
的
に
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。

②

本
件
道
路
自
体
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
、

幅
員
も
約
五
･
三
m
あ
る
平
坦
な
道
路
で
、
下
り

勾
配
で
は
あ
る
が
、
そ
の
勾
配
率
は
二
･
五
一
%

で
あ
る
。

本
件
道
路
の
カ
ー
ブ
の
曲
率
半
径
は
け
R
で
あ

り
、
確
か
に
急
カ
ー
ブ
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
件

転
落
地
点
は
、
カ
ー
ブ
の
終
点
で
あ
っ
て
、
カ
ー

ブ
の
始
点
よ
り
も
曲
率
の
程
度
は
緩
や
か
に
な
っ

て
い
る
。

そ
し
て
、
本
件
道
路
の
カ
ー
ブ
中
央
に
は
未
舗

装
の
待
避
所
を
設
け
て
、
減
速
せ
ず
に
カ
ー
ブ
に

進
入
し
た
車
両
の
安
全
を
確
保
し
、
待
避
所
中
に

は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
、
カ
ー
ブ
に
つ
い

て
運
転
者
に
注
意
を
促
す
と
共
に
、
対
向
車
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
件
転

落
地
点
に
は
、
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
付
き
の
路
側
ポ
ー

に
し
て
お
り
、
そ
の
数
メ
ー
ト
ル
先
に
は
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
件
道
路
を

走
行
す
る
自
動
車
の
運
転
者
は
、
通
常
の
注
意
を

払
っ
て
い
れ
ば
、
左
側
路
肩
の
位
置
を
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③

A
線
は
、
地
域
の
主
要
道
路
で
は
あ
る
が
、
平

成
六
年
ま
で
は
林
道
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
道

路
で
あ
り
交
通
量
は
日
中
で
も
少
な
い
oA
線
は
、

本
件
転
落
地
点
に
限
ら
ず
、
カ
ー
ブ
の
多
い
典
型

的
な
山
間
道
路
で
あ
っ
て
、
誰
に
と
っ
て
も
一
見

し
て
明
ら
か
に
高
速
度
で
走
行
す
る
こ
と
自
体
が

不
可
能
な
道
路
と
い
え
る
。
ま
た
、
本
件
道
路
の

あ
る
B
地
区
付
近
は
、山
間
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雨
や
霧
も
多
い
。

④

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
主
な
設
置
目
的
は
、
路
外
へ

の
逸
脱
に
よ
る
人
的
被
害
の
防
止
で
あ
り
、
設
置

基
準
に
よ
る
と
、
本
件
転
落
現
場
の
場
合
は
、
路

外
が
崖
で
あ
っ
て
危
険
度
が
高
い
こ
と
、
川
に
近

接
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
道
路
及
び
交
通
の
状

況
に
応
じ
て
原
則
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置

す
べ
き
場
所
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
設

置
基
準
に
よ
る
と
、
道
路
及
び
交
通
の
状
況
が
同

一
で
あ
る
区
間
で
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
原
則
と

し
て
連
続
設
置
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
前
記
設
置
基
準
は
、
道
路
が

他
に
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
満
た
す
た
め
の
基
準
を

定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
高
度
の
安
全
性
を

目
指
し
た
基
準
を
一
般
的
に
定
め
て
い
る
も
の
に

す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
前
記
設
置
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
直
ち
に
本
件
道
路
の

設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

ず
、
本
件
道
路
の
形
状
、
構
造
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

以
外
の
防
護
設
備
の
設
置
状
況
、
場
所
的
環
境
及

び
利
用
状
況
等
に
照
ら
し
て
、
道
路
が
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
具
体
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤

前
述
し
た
本
件
道
路
の
状
況
に
照
ら
し
、
本
件

道
路
を
走
行
し
て
い
る
車
両
が
路
外
逸
脱
を
す
る

可
能
性
と
し
て
は
、
速
度
を
十
分
に
落
と
さ
ず
に

カ
ー
ブ
に
進
入
し
た
た
め
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ

な
い
場
合
や
、
雨
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
カ
ー
ブ
を
曲

が
り
き
れ
な
い
場
合
、
濃
霧
や
豪
雨
で
カ
ー
ブ
を

認
識
で
き
な
か
っ
た
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
場
合
に
最
も
効
果
的
な
防
護
設
備
は
、
カ

ー
ブ
中
央
に
設
置
さ
れ
た
待
避
所
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
夜
間
の
走
行
に
際
し
て
は
、
デ
リ
ネ
ー

タ
ー
で
左
側
路
肩
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
道
路
は
、
本
件
転
落
地
点

に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

に
足
り
る
防
護
設
備
が
設
け
ら
れ
て
、
当
該
箇
所

に
即
応
し
た
安
全
性
を
備
え
て
い
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
を
通
行
す
る
車
両
の
運

転
者
が
、
本
件
道
路
の
よ
う
な
条
件
の
道
路
を
走

行
す
る
際
に
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
を
も
っ

て
運
転
す
れ
ば
、
当
該
車
両
が
本
件
転
落
地
点
か

ら
路
外
逸
脱
す
る
一
般
的
危
険
性
が
あ
る
も
の
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

原
告
は
、デ
リ
ネ
ー
タ
ー
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、

雨
、
霧
な
ど
の
気
象
条
件
下
に
お
い
て
は
事
故
を

防
ぐ
効
果
は
な
く
、
路
外
逸
脱
事
故
の
発
生
に
お

い
て
運
転
者
の
安
全
を
確
保
す
る
設
備
で
は
な
い

旨
主
張
す
る
が
、
そ
も
そ
も
天
候
に
関
す
る
前
記

認
定
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
当
時
本
件
道
路
付
近

が
原
告
主
張
の
よ
う
な
気
象
条
件
に
あ
っ
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
上
、
仮
に
こ
の
点
を
措
い
て
も
、

雨
、
霧
と
い
っ
た
条
件
下
に
お
い
て
も
事
故
を
防

ぐ
効
果
が
な
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、

直
接
に
路
外
逸
脱
を
防
ぐ
設
備
で
は
な
い
に
し
て

も
、
上
記
の
と
お
り
運
転
者
に
注
意
を
喚
起
す
る

な
ど
し
て
、
路
外
逸
脱
事
故
を
防
止
す
る
機
能
を

有
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し

て
も
控
訴
人
の
上
記
主
張
は
理
由
が
な
く
失
当
で

あ
る
。

な
お
、
本
件
転
落
現
場
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
は
、
平
成
一
四
年
度
の
A
線
道
路
改
良
工
事

と
し
て
本
件
転
落
前
か
ら
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本

件
転
落
後
間
も
な
く
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、

被
告
に
お
い
て
、
待
避
所
や
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
を
備
え
て
い
た
本
件
道
路
の
安
全

性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

平
成
七
年
度
か
ら
危
険
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
箇

所
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
て
き
た
整
備
事
業
の
中

で
、
八
年
目
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

被
告
が
本
件
転
落
後
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し

た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
不
設
置
の
状
態
が
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑥

ま
た
、
本
件
転
落
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の

発
生
日
時
は
不
明
で
あ
り
、
夜
間
か
日
中
か
も
不

明
で
あ
る

(前
記
認
定
に
よ
る
と
、
亡
X
運
転
車

両
は
発
見
時
、
前
照
灯
が
オ
フ
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
車
両
の
損
壊
が
激
し
く
、

ま
た
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
燃
焼
の
有
無
を
確
知
す
る

資
料
も
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
一

事
の
み
か
ら
本
件
事
故
が
日
中
に
発
生
し
た
と
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
)。

本
件
転
落
の
態
様
に
つ
い
て
は
、
前
記
認
定
の

デ
リ
ネ
ー
タ
ー
の
曲
損
状
態
及
び
亡
×
車
両
の
発

見
地
点
か
ら
す
る
と
、
曲
損
し
て
い
た
デ
リ
ネ
ー
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タ
ー
を
押
し
倒
し
、
道
路
と
直
角
に
近
い
角
度
で

し
か
も
、
前
述
の
と
お
り
、
本
件
転
落
の
原
因

百
十
七
条
一
項
の
特
別
法
と
し
て
国
家
賠
償
法
二
条

転
落
し
た
こ
と
、
そ
の
際
に
亡
X
は
急
制
動
の
措

置
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
三
五
蹴
/
h
前
後
の
速
度

で
路
外
に
逸
脱
し
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る

(前
記

の
と
お
り
亡
X
運
転
車
両
は
、
減
速
す
る
こ
と
な

く
路
外
に
逸
脱
し
、
別
紙
図
面
記
載
ア
地
点
が
第

一
転
落
地
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
上
記
態

様
で
転
落
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
。)
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、

転
落
に
至
る
ま
で
の
走
行
態
様
も
不
明
で
あ
る
。

本
件
転
落
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
速
度
超
過
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
以
外
、
亡
×
の
故
意

に
よ
る
も
の
か
、
又
は
、
い
か
な
る
過
失
に
よ
る

も
の
か
を
含
め
、
一
切
不
明
で
あ
る
。

結
局
、
本
件
転
落
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

前
記
認
定
に
よ
る
と
、
本
件
転
落
が
発
生
し
た
可

能
性
が
あ
る
期
間
の
本
件
転
落
地
点
の
天
候
は
晴

れ
て
風
も
な
く
、
霧
も
発
生
し
て
お
ら
ず
、
亡
X

は
、
自
動
車
の
運
転
に
熟
練
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
速
度
超
過
で
も
な
い
の
に
、
カ
ー
ブ
の

終
点
で
あ
る
本
件
転
落
地
点
か
ら
制
動
措
置
も
と

ら
ず
に
直
角
に
近
い
角
度
で
転
落
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
本
件
道
路
の
通
常
の
用
法

に
即
し
た
走
行
な
い
し
道
路
の
使
用
を
し
て
い
た

際
に
発
生
し
た
転
落
事
故
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

は
、
速
度
超
過
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
以

外
一
切
不
明
な
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
転
落
地
点

に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
転

落
を
防
げ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本

件
転
落
地
点
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
不
設
置
と

本
件
転
落
と
の
間
に
直
ち
に
因
果
関
係
を
認
め
る

こ
と
も
で
き
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

③
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路
の
形
状
、
構
造
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
以
外
の
防
護
設
備
の
設
置
状
況
、
場
所

的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
本

件
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
道
路
管
理
の
視
点

か
ら
本
件
道
路
に
お
け
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
不
設
置
の

点
を
み
る
の
に
、
前
記
認
定
の
本
件
道
路
の
状
況
、

本
件
各
証
拠
に
よ
っ
て
認
定
で
き
る
限
度
で
の
事
故

態
様
に
照
ら
し
て
考
察
す
れ
ば
、
本
件
道
路
に
お
け

る
本
件
事
故
発
生
の
具
体
的
危
険
性
、
本
件
事
故
発

生
の
予
見
可
能
性
及
び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
よ
る

事
故
発
生
防
止
の
可
能
性
等
の
道
路
管
理
責
任
を
問

う
上
で
前
提
と
な
る
主
要
な
要
因
を
認
め
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
に
つ
い
て
管
理
の
瑕

疵
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
被
控
訴
人
が
、
本
件
事
故
に
よ
り

生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
国
家
賠
償
法
二
条
一
項

(公

の
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
民
法
七

N

一"

が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
民
法
七
百
十

七
条

一
項
の
適
用
は
問
題
と
な
ら
な
い
。)
に
基
づ

く
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

④
以
上
に
よ
れ
ば
、
控
訴
人
の
請
求
は
理
由
が
な
い

か
ら
棄
却
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
旨
の
原
判
決

は
相
当
で
あ
る
。
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◆
三
万
人
が
都
心
を
走
る
!

ま
し
た

(写
真
1
)。

三
%
)
を
得
る
な
ど
、
大
変
好
評
だ

東
京
マ
ラ
ソ
ン
は
、
参
加
者
三
万

三
万
人
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
、
東

っ
た
こ
の
大
会
に
つ
い
て
、
オ
モ
テ

人
を
誇
る
国
内
最
大
規
模
の
マ
ラ
ソ

京
の
ど
真
ん
中
を
走
り
ぬ
け
、
テ
レ

の
話
と
、
道
路
管
理
と
い
う
面
か
ら

ン
大
会
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
二
月

ビ
中
継
で
も
平
均
視
聴
率
二
三

･

見
た
ウ
ラ
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

一
八
日
に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ

六
%

(瞬
間
最
高
視
聴
率
三

一
･

ま
す
。
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◆
大
会
概
要

課会

参
加
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
男
女
フ
ル

大

マ
ラ
ソ
ン
、
男
女

一
0
m
、
車
椅
子

卸

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
障
害
者

(車
椅
子
、
“

視
覚
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
移
植

"

者
)
-
0
如
と
幅
が
広
い
の
が
特
徴

寂

で
す
。
特
に
、
男
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

東

は
、
前
年
ま
で
の
東
京
国
際
マ
ラ
ソ

表

′

★

完

完

完

ン
に
代
わ
る
大
会
と
し
て
、
八
月
に

行
わ
れ
る
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大

あ
れ
ば
走
る
こ
と
の
出
来
な
い
銀
座

会

(大
阪
)
の
代
表
選
手
選
考
会
を

や
浅
草
な
ど
都
心
の
道
路
を
走
行
で

兼
ね
て
お
り
、
一
流
選
手
が
顔
を
そ

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
市
民

ろ
え
ま
し
た
。
コ
ー
ス
も
、
通
常
で

ラ
ン
ナ
ー
の
注
目
を
集
め
る
大
会
と

出走者
出走者 マラソン 26.o68人 l 1okm - 4812人
出走者合 30,870人

、
囃

、 完走者き マラソン i 25,1o2人 1okm I 仇72o人
完走者合計ゞ 29,822人

、訳内、、
･

マラソン完走率 96.3o% l 1okm完走率 l 98,1o%
マラソン男女で比率 男子77,7% /女子223%
m km男女比率 男子725% /女子27,5%

マラソン完走記録3時間未満 495人 纖 臥好臥癬･ J をJ劃上4時間未満 5,926人 為 狄秀躍癬完走記録4時間以上5時間未満 9,136人 彎 狄賊好狄閉解完走記録5時間以上G時間未満 6,992人 纖
人鰄好狄"僻完走記録6時間以上7時間未満 2憲53人 鐡 玖好臥鯲解

西から東から



な
り
ま
し
た
。
合
計
で
九
万
五
、
0

0
0
人
を
超
え
る
参
加
応
募
が
あ

り
、
抽
選
に
よ
っ
て
三
万
人
余
り
の

ラ
ン
ナ
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
る

悪
天
候
で
し
た
が
、
警
察
関
係
者
の

協
力
に
よ
り
制
限
時
間
を
異
例
の
七

時
間
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ラ
ソ

ン
の
完
走
率
は
九
六
%
を
超
え
、
一

〇
翰
コ
ー
ス
で
も
九
八
%
に
達
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
は
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
た
大
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。
大
会
事
務
局
が

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も

一
万
二
、

0
0
0
人
以
上
、
そ
れ
以
外
に
沿
道

住
民
の
皆
さ
ん
が
様
々
な
差
し
入
れ

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
か
。
東
京
下

町
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
を
感
じ
た
大

会
で
も
あ
り
ま
し
た

(写
真
2
)。

◆
道
路
管
理
者
と
し
て
の
対
応

二
〇
〇
五
年
秋
に
大
会
開
催
が
決

定
し
、
二
〇
〇
七
年
二
月
の
大
会
開

催
ま
で
に
道
路
管
理
者
と
し
て
、

様
々
な
事
項
に
対
応
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
詳
細
は
、
図
1
の
と
お
り

で
、
新
宿
の
東
京
都
庁
を
ス
タ
ー
ト

し
、
飯
田
橋
~
皇
居
前
~
日
比
谷
~

品
川
~
銀
座
~
日
本
橋
~
浅
草
雷
門

~
築
地
~
豊
洲
~
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト

(フ
イ
ニ
ツ
シ
ユ
)
の
四
二

,
一

九
五
蹴
。
一
○
如
コ
ー
ス
は
、
東
京 ~ 疑 像

#′

　“
〆

図 1 東京マラソンコース図

都
庁
~
飯
田
橋
~
皇
居
前
~
日
比
谷

公
園
と
い
う
コ
ー
ス
で
し
た
。

四
二
･
一
九
五
蹴
の
う
ち
、
東
京



都
が
管
理
す
る
都
道
は
約
二
五
踊
、

き
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
が
み

コ
ー
ス
の
約
六
0
%
を
占
め
ま
し
た
。

ら
れ
、
ま
た
、
放
置
自
転
車
や
置

◆
コ
ー
ス
の
点
検

二
五
騙
に
及
ぶ
都
道
コ
ー
ス
全
線

に
つ
い
て
、
事
前
点
検
を
前
年
四
~

五
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
に
は
車
椅
子
の
ラ
ン

ナ
ー
が
出
場
し
、
段
差
へ
の
対
応
を

よ
り
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
車
椅
子
走
行
に
伴
う
調
査
も

実
施
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
点
検
は

大
会
直
前
ま
で
繰
り
返
し
行
い
ま
し

た
。

◆
施
設
の
状
況

点
検

･
調
査
の
結
果
、
大
会
実
施

ま
で
に
対
応
す
べ
き
も
の
と
し
て
次

の
も
の
を
把
握
し
ま
し
た
。

①

レ
ー
ス
の
安
全
性
確
保

主
に
車
道
に
つ
い
て
は
、
車
道

ク
ラ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
周
り

の
が
た
つ
き
、
防
護
柵
の
破
損
な

ど
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

②

観
客
な
ど
の
安
全
性
確
保

歩
道
の
段
差
や
平
板
の
が
た
つ

ら
れ
、
ま
た
、
放
置
自
転
車
や
置

き
看
板
が
多
数
み
ら
れ
ま
し
た
。

③

景
観
配
慮
の
視
点

横
断
歩
道
橋
の
錆
や
案
内
標
識

の
汚
損

･
落
書
き
等
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

◆
道
路
施
設
の
補
修

ま
ず
、
路
面
の
平
坦
性
確
保
の
た写真3 自動車が衝突して折れたポールを補修

め
、
路
面
補
修
や
ク
ラ
ッ
ク
等
の
部

分
補
修
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
道
路
施
設
の
補
修
と
し
て
、

防
護
柵
や
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
な
ど
の
不

良
を
改
善
し
ま
し
た
。

ま
た
、道
路
の
安
全
性
を
確
保
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
す
る
た
め
、

舗
装
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
が
た
つ
き
を
改

善
し
、
新
た
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
し
ま
し
た

(写
真
3
･
4
)。

◆
道
路
管
理
の
対
応

放
置
自
転
車
は
、
大
会
直
前
に
都

の
建
設
事
務
所
と
地
元
区
で
コ
ー
ス

上
か
ら
撤
去
し
ま
し
た

(写
真
5
)。

ま
た
置
き
看
板

･
捨
て
看
板
等
に
つ

い
て
も
、
地
元
区
と
共
同
し
て
撤
去

や
是
正
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
道
路

上
行
わ
れ
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
大

会
当
日
を
含
め
た
二
週
間
を
工
事
規

制
期
間
と
し
、
各
事
業
者
に
周
知
を写真5 放置された自転車は当日に移動

写真4 道路に生じた溝を補修



行
い
、
大
会
実
施
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

◆
大
会
当
日

マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
時
間
は
午

前
九
時
で
し
た
が
、
道
路
状
況
の
把

握
や
障
害
物
の
撤
去
の
た
め
、
ス
タ

ー
ト
地
点
の
担
当
職
員
は
午
前
五
時

に
は
ス
タ
ン
バ
イ
し
ま
し
た
。
万
全

を
期
し
て
対
応
し
た
結
果
、
快
適
に

レ
ー
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
東
京
マ
ラ
ソ
ン
2
0
0
8

現
在
、
二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日

に
開
催
さ
れ
る
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
2

0
0
8
に
向
け
て
着
々
と
準
備

.
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
二
〇
〇
七

年
大
会
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道

路
管
理
者
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
二

〇
〇
七
年
大
会
以
上
に
、
関
係
各
部

署
と
連
携
し
、
決
め
細
や
か
な
対
応

を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

な
お
、
参
加
申
し
込
み
は
八
月
一

七
日
に
す
で
に
締
め
切
っ
て
お
り
ま

す
。参
加
受
付
開
始
約
二
週
間
の
六
月

末
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
申
込
者
数
が

三
万
人
を
突
破
し
、
早
く
も
抽
選
が

決
ま
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
す
。
多

く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ま
た
都
心
を
駆
け

抜
け
ま
す
!

二
〇
〇
八
年
大
会
の
テ
レ
ビ
中
継

は
、
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
が
実
施
す

る
予
定
で
、
ほ
ぼ
一
日
が
か
り
で
特

集
番
組
を
組
む
と
の
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
沿
道
や
テ
レ
ビ
で

の
応
援
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　
　　　　　　
　 　 　

写真 7 車椅子ランナーも都心を疾走
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写真 6 青梅街道を走るランナー



　　　
　
　

　

　
　
　
　

れ

"

　　

　

道
の
駅
｢う
す
い
｣
を
起
点
と
し
た
観
光
案
内

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
福
岡
県

東
京
事
務
所
で
国
土
交
通
省
を
担
当

し
て
お
り
ま
す
大
石
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
も
上

京
し
て
は
や
三
年
目
を
迎
え
、
今
年

度
が
最
終
年
度

(?
)
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
機
会
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
我
が
福
岡
県
で
一
番
新
し
い

道
の
駅

｢う
す
い
｣
を
起
点
と
し
た

観
光
案
内
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
福
岡
県
の
概
要

福
岡
県
は
九
州
北
端
に
位
置
し
、

北
を
玄
界
灘
と
響
灘
、東
を
周
防
灘
、

西
を
有
明
海
に
よ
り
三
方
を
海
で
固

ま
れ
、
筑
紫
山
地
、
脊
振
山
地
、
耳

納
山
地
、
英
彦
山
地
な
ど
の
山
地
と

筑
後
川
、
矢
部
川
、
山
国
川
、
遠
賀

川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
流
域
に
発

福
岡
県
東
京
事
務
所

大
石

洋
一

達
し
た
肥
沃
な
平
野
な
ど
自
然
に
恵

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
九
州
市
、
福
岡
市
の
一

〇
〇
万
人
都
市
に
代
表
さ
れ
る
、
い

ろ
い
ろ
な
施
設
が
集
積
し
た

｢都
市

部
｣
地
域
と
そ
の
周
辺
に
広
が
る
豊

か
な
自
然
を
持
つ
｢地
方
部
｣
地
域

を
適
度
に
併
せ
持
ち
、
両
方
を
身
近

に
味
わ
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。地

理
的
に
は
東
ア
ジ
ア
と
近
く
、

韓
国
の
ソ
ウ
ル
ま
で
は
五
四
0
m
で

大
阪
ま
で
の
距
離
と
ほ
ぼ
同
じ
、
中

国
の
上
海
ま
で
は
八
七
〇
如
で
東
京

よ
り
も
近
い
距
離
と
な
っ
て
い
ま

す
。本

県
の
人
口
は
約
五
〇
五
万
人

で
、
毎
年
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
と
は
い
え
詳

細
に
調
べ
て
み
る
と
、
都
市
部
は
増

加
、
郡
部
は
減
少
し
て
お
り
、
都
市

部
へ
の
集
中
、
郡
部
の
過
疎
化
は
、

例
に
漏
れ
ず
進
ん
で
お
り
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
数
は
合
併
特
例
法

改
正
前
の
平
成

=
年
三
月
の
九
七

か
ら
、
現
在
は
六
六
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
福
岡
県
の
｢道
の
駅
｣

福
岡
県
内
に
は
、
現
在
九
ヵ
所
が

｢
道
の
駅
｣
に
登
録
さ
れ
て
お
り

は
ら
づ
る

(表
参
照
)
、
そ
の
う
ち

｢原
鶴
｣
、

｢小
石
原
｣
、
｢う
す
い
｣
、
｢お
お
む

た
｣
、
｢歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
｣
の
五
駅

が
県
管
理
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。県

管
理
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る

五
ヵ
所
の
各
駅
そ
れ
ぞ
れ
に
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
、
全
て
紹
介

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
特

に
一
番
新
し
い

｢う
す
い
｣
に
つ
い

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
出
て
こ
な

表 福岡県内の ｢道の駅｣ 一覧
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道の駅 ｢しんよしとみ｣

　

　

　

　

　

　

道

道

煕

総
ノメ
マリノ
箱

,う
こ
げ
を
　
　

　　

　

　

　

　
　
　

熟も
　

　

術
館
、
郷
土
館
、
平
和
祈
念
館
が
入

っ
て
い
る
嘉
麻
市
立
碓
井
琴
平
文
化

館
が
あ
り
ま
す
。

○
道
の
駅

｢う
す
い
｣
を

起
点
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

fo 6 Q lo 中 主0瀦

おおおた｣

《そ
の
ー
》

図 1 福岡県内の ｢道の駅｣ 位置図

こ
こ
を
起
点
と
し
て
ま
ず
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
は
、
筑
豊
の
石
炭

王
･
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
で
す
。

伊
藤
伝
右
衛
門
邸
は
、
今
年
四
月

二
人
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る

新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
公
開

以
来
、
ひ
と
月
平
均
二
万
五
、
0
0

〇
人
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
伝
右
街
門
は
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
、
筑
豊
の
石
炭
産
業
で
財

を
築
い
た
人
で
す
が
、
そ
の
人
生
は

波
濶
方
丈
そ
の
も
の
で
す
。
零
細
炭

坑
主
だ
っ
た
頃
か
ら
苦
楽
を
と
も
に

し
た
、
先
妻
ハ
ル
に
先
立
た
れ
、
後

妻
と
し
て
大
正
天
皇
の
い
と
こ
で
あ

り
、
大
正
三
美
人
の
一
人
に
数
え
ら

れ
る
ほ
ど
の
艶
姿
の
持
ち
主
、
歌

人

･
柳
原
白
運
を
迎
え
る
の
で
す

が
、
こ
の
美
し
い
妻
の
た
め
に
改
装

い
、
と
っ
て
お
き
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
道
の
駅

｢う
す
い
｣
の
概
要

道
の
駅

｢う
す
い
｣
は
、
か
つ
て

日
本
の
産
業
を
支
え
た

｢石
炭
｣
を

産
出
し
て
い
た

｢筑
豊
炭
田
｣
を
有

す
る
福
岡
県
筑
豊
地
方
の
主
要
地
方

道
穂
波
嘉
穂
線
沿
い
に
あ
り
、
福
岡

県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
平
成
一
七
年
三

月
五

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
福
岡
県
内
で
一

番
新
し
い
道
の
駅
で
す
。
道
の
駅
の

建
物
は
美
術
館
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
平

屋
建
て
で
、
近
く
に

(徒
歩
五
分
ほ

ど
)
は
一
つ
の
建
物
に
図
書
館
、
美

道の駅 ｢たちばな｣



し
、
一
〇
年
間
共
に
暮
ら
し
た
伊
藤

家
の
広
大
な
屋
敷
が
こ
こ
な
の
で

す
。
大
理
石
の
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
や

ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
調
の
応
接
室
な

ど
、
ま
さ
に
贅
の
限
り
を
尽
く
し
た

建
築
物
で
す
。
ま
た
、
壮
大
な
庭
園

も
す
ば
ら
し
く
必
見
で
す
。
石
炭
で

の
大
成
功
に
美
し
い
妻
、
こ
こ
ま
で

聞
け
ば
う
ら
や
ま
し
い
限
り
な
の
で

す
が
、
実
は
あ
ま
り
の
忙
し
さ
で
か

ま

っ
て
や
れ
な
か

っ
た
た
め
か
、

｢華
族
気
質
｣
と

｢川
筋
気
質
｣
(遠

賀
川
周
辺
の
豪
快
な
人
の
気
質
)
が

合
わ
な
か
っ
た
た
め
か
、
白
蓮
を
東 写真 - 伊藤伝右衛門邸

大
の
学
生
･
宮
崎
龍
介
に
奪
わ
れ
て

し
ま
い
、
挙
げ
句
の
果
て
に
新
聞
紙

上
で
公
開
絶
縁
状
を
た
た
き
つ
け
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
と
に
か
く
豪

快
な
人
の
建
て
た
豪
華
な
建
物
で
す
。

一
見
の
価
値
あ
り
で
す

(写
真
↓
。

〈
ア
ク
セ
ス
〉

『伊
藤
伝
右
衛
門
邸
』
(飯
塚
市
幸
袋
)

道
の
駅

｢う
す
い
｣
か
ら
主
要
地

方
道
穂
波
嘉
穂
線
、
一
般
国
道
二

一
一
号
を
経
て
約
二
〇
分

開
館
時
間
…

午
前
九
時
三
〇
分
~
午
後
五
時

休
館
日
…

火
･
水
曜
日
、
年
末
年
始

(
一

二
月
二
九
日
~
一
月
三
日
)

入
館
料
…

大
人
三
〇
〇
円

小
中
学
生
一
〇
〇
円

○
道
の
駅

｢う
す
い
｣
を

起
点
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

《そ
の
2
》

石
炭
王
･
伊
藤
伝
右
衛
門
の
お
屋

敷
を
見
た
後
は
、
石
炭
つ
な
が
り
で

田
川
市
に
あ
る

｢石
炭
･
歴
史
博
物

館

(旧
三
井
伊
田
炭
坑
跡
)｣
が
オ

ス
ス
メ
で
す
。
か
の
有
名
な
炭
坑
節

に
出
て
く
る
二
本
の
旧
三
井
炭
坑
の

煙
突
が
そ
び
え
る
石
炭
記
念
公
園
の

中
に
あ
る
石
炭

･
歴
史
博
物
館
。
館

内
に
は
石
炭
の
成
り
立
ち
や
石
炭
が

ど
の
よ
う
に
採
掘
さ
れ
た
か
を
人
形

模
型
な
ど
で
説
明
し
て
お
り
、
筑
豊

の
炭
坑
の
歴
史
な
ど
が
一
目
で
わ
か

り
ま
す
。
ま
た
、
七
〇
歳
か
ら
絵
を

書
き
出
し
た
山
本
作
兵
衛
さ
ん
の
炭

鉱
記
録
画
は
リ
ア
ル
で
当
時
の
状
況

が
良
く
分
か
り
ま
す
。
昔
は
女
性
も

坑
内
で
過
酷
な
仕
事
に
従
事
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

P
炭
坑
節

月
が
出
た
出
た

月
が
出
た

三
井
炭
坑
の
上
に
出
た

あ
ん
ま
り
煙
突
が
高
い
の
で

さ
ぞ
や
お
月
さ
ん
煙
た
か
ろ

サ
ノ
ヨ
イ
ヨ
イ

ヘ
ア
ク
セ
ス
〉

『田
川
市
石
炭
･
歴
史
博
物
館

(旧
三
井
伊
田
坑
跡
)』

(田
川
市
伊
田
)

道
の
駅

｢う
す
い
｣
か
ら
主
要
地

方
道
穂
波
嘉
穂
線
、
一
般
国
道
三

二
二
号
を
経
て
約
二
〇
分

開
館
時
間
…

午
前
九
時
三
〇
分
~
午
後
五
時

三
〇
分

休
館
日
…

国
民
の
祝
日
及
び
休
日
の
翌

日
、
年
末
年
始

(
三
一月
二
九

日
~
一
月
三
日
)

入
館
料
…

大
人
二
一
〇
円
、
高
校
生
一
〇

〇
円
、
小
中
学
生
五
〇
円

○
道
の
駅

｢う
す
い
｣
を

起
点
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

《そ
の
3
》

道
の
駅

｢う
す
い
｣
の
あ
る
嘉
麻

市
に
は
、
昭
和
六
三
年
に
廃
線
に
な

っ
た
国
鉄
上
山
田
線
の
線
路
の
う

ち
、
枕
木
の
保
存
の
良
好
な
七
〇
0

m
を
利
用
し
て
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
運

行
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

｢ト
ロ
ッ
コ
フ

ェ
ス
タ

貰

て
老
衰
□
と

(平
成
一

九
年
度
は
一
〇
月
二
八
日
開
催
)
が

あ
り
ま
す
。
線
路
を
利
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
毎
年
、

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

〈
ア
ク
セ
ス
〉



『
ト

ロ
ッ
コ
フ

ェ
ス
タ
　
　
　
　
　　
　

(嘉
麻
市
熊
ヶ
畑
)

開
催
日
…

平
成
一
九
年
一
〇
月
二
人
日

道
の
駅

｢う
す
い
｣
か
ら
主
要
地

方
道
穂
波
嘉
穂
線
･
一
般
国
道
ニ

ニ

号
･主
要
地
方
道
田
川
桑
野

線
で
車
で
一
五
分

な
お
、
お
み
や
げ
に
は
道
の
駅

｢う
す
い
｣
が
あ
る
嘉
麻
市
の
お
隣

の
飯
塚
市
発
祥
の
銘
菓

｢ひ
よ
子
｣

を
ど
う
ぞ
。
飯
塚
で
の
創
業
後
、
東

京
に
進
出
し
た
の
で

｢ひ
よ
子
｣
は

東
京
に
も
工
場
が
あ
り
ま
す
。
東
京

土
産
と
し
て
も
有
名
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
東
京
銘
菓
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が

(現
に
福
岡
に
来
る
と
き
に
お
み

や
げ
で

｢ひ
よ
子
｣
を
持
っ
て
き
た

と
い
う
笑
い
話
も
あ
り
ま
す
)、
実

は
飯
塚
市
が
発
祥
の
地
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
東
京
の

｢ひ
よ
子
｣
は

｢株
式
会
社
東
京
ひ
よ
子
｣
と
い
う

グ
ル
ー
プ
会
社
の
製
造
で
す
。
飯
塚

の
｢ひ
よ
子
｣
に
は
｢東
京
ひ
よ
子
｣

に
は
な
い
商
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ど
う
ぞ
。

へ道
の
駅

｢う
す
い
｣

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
〉

路
線
名
…

主
要
地
方
道
穂
波
嘉
穂
線

(県

道
九
〇
号
)

駐
車
場
台
数
二

七
五
台

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

情
報
提
供
時
間
…

午
前
九
時
三
〇
分
~
午
後
六
時

三
〇
分

ア
ク
セ
ス

"

･
福
岡
市
か
ら

九
升
自
動
車
道
福
岡
I
C
,
一

般
国
道
二
〇
一
号
八
木
山
バ
イ

パ
ス
･
一
般
国
道
二
〇
〇
号
で

車
で
約
一
時
間

･
北
九
州
市
か
ら

一
般
国
道
三
二
二
号
･
県
道
九

〇
号
で
車
で
約
一
時
間
半

こ
の
秋
は
是
非
、
福
岡
県
の

｢道

　 　 　 　　
写真 2 道の駅 ｢うすい｣ 全景

の
駅
｣
を
起
点
に
観
光
を
お
楽
し
み

鯛

く
だ
さ
い
。

62 道イマセ 2007,8
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図 2 道の駅 ｢うすい｣ を起点とした主な観光スポット



壮
⑭
郡
の
ま
ち
な
か
卿
喩
嘩
社
会
実
験

仙
台
市
都
市
整
備
局
総
合
交
通
政
策
部
交
通
政
策
課
推
進
係
長

濱
~琳滕

"弘
一

=

は
じ
め
に

定
禅
寺
通
や
青
葉
通
の
ケ
ヤ
キ
並
木
や
青
葉
山

･
広
瀬

川
な
ど
に
代
表
さ
れ
、
｢社
の
都

･
仙
台
｣
と
し
て
全
国

的
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
仙
台
市
は
、
東
北
地
方
の
中

枢
拠
点
と
し
て
、
行
政
･
経
済
･
産
業
な
ど
多
様
な
都
市

機
能
が
高
度
に
集
積
し
た
都
市
で
あ
る

(人
口
…
-
、
0

二
万
五
、
0
九
八
人
、
市
域
面
積

"七
八
八
･
0
九
頭
)。

自
転
車
利
用
の
視
点
か
ら
本
市
の
特
性
を
み
て
み
る

と
、
地
理
的
に
は
比
較
的
高
緯
度
に
位
置
す
る
が
、
太
平

洋
に
面
し
た
海
洋
性
気
候
の
た
め
寒
暖
の
差
が
少
な
く
、

冬
季
の
積
雪
も
比
較
的
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
比

較
的
平
坦
で
、
都
心
部
で
は
主
要
な
地
区
が
概
ね
直
径
三

皿
程
度
の
範
囲
に
収
ま
り
、
幹
線
道
路
は
碁
盤
の
目
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
自
転
車
が
比
較
的
利
用
し

や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

都
心
部
に
お
け
る
自
転
車
利
用
は
他
の
交
通
手
段
と
比

較
し
て
高
く
、
駐
輪
場
整
備
も
推
進
し
て
き
た
が
、
依
然

と
し
て
放
置
自
転
車
が
多
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

二

仙
台
市
の
自
転
車
に
対
す
る
変
通
施
策

本
市
で
は
、
平
成
一
〇
年
に

｢仙
台
刎
プ
ラ
ン

【仙
台

市
基
本
計
画
】｣
を
策
定
し
、
過
度
に
自
動
車
に
依
存
し

な
い
都
市
づ
く
り
と
し
て
、
軌
道
系
交
通
機
関
を
基
軸
と

し
た
集
約
型
の
市
街
地
形
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
土
地

利
用
や
交
通
需
要
と
の
管
理
手
法
の
複
合
化
な
ど
新
た
な

視
点
に
立
っ
た
、
公
共
交
通
を
重
視
し
た
総
合
交
通
体
系

の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、便
利
で
身
近
な
乗
り
物
で
あ
る
自
転
車
は
、

地
球
環
境
に
や
さ
し
く
短
中
距
離
の
移
動
に
も
優
れ
て
い

る
な
ど
、
本
市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
や
地
形
的
に
も
適

し
た
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
人
年
に
、
自

転
車
を
ま
ち
な
か
移
動
の
重
要
な
交
通
手
段
と
し
て
位
置

づ
け
、
走
行
の
安
全
性
確
保
、
路
上
放
置
対
策
及
び
ル
ー

ル
･
マ
ナ
ー
の
啓
発
を
柱
と
す
る

｢社
の
都
の
ま
ち
な
か

自
転
車
プ
ラ
ン
【仙
台
都
心
部
自
転
車
利
用
環
境
基
本
計

画
】｣
を
策
定
し
、
自
転
車
に
関
す
る
適
正
で
安
全

･
快

適
な
走
行
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

三

自
転
車
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

走
行
環
境
整
備
へ
の
取
組
み

自
転
車
は
車
両
で
あ
り
、
本
来
車
道
を
走
行
す
べ
き
も

　微道
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図

の
で
あ
る
が
、
都
心
部
で
は
自
動
車
交
通
量
の
増
大
に
伴

い
、
歩
道
内
を
歩
行
者
と
と
も
に
通
行
す
る
こ
と
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
近
年
、
自
転
車
利
用
者

の
交
通
ル
ー
ル
無
視
や
マ
ナ
ー
の
欠
如
が
原
因
で
発
生
す

る
交
通
事
故
や
危
険
･
迷
惑
行
為
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。

本
市
で
も
、
自
転
車
が
関
連
す
る
交
通
事
故
に
よ
る
死

傷
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に

(図
1
)、
都
心

部
を
中
心
に
歩
行
者
に
対
す
る
自
転
車
の
危
険

･
迷
惑
走

行
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
仙

台
都
心
部
を
対
象
に
幹
線
道
路
を
自
転
車
走
行
ネ

　　

道
都
で
の
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
を
進
め
る
こ

…鱗

と
に
よ
り
、
歩
道
を
歩
行
者
が
安
心
し
て
歩
く
こ

Y

と
が
で
き
、
自
転
車
も
安
全
に
走
行
で
き
る
よ
う

▼･

に
す
る
こ
と
を
走
行
環
境
整
備
の
基
本
的
な
考
え

数

方
と
し
て
い
る
。

対糞話

広
幅
員
歩
道
部
で
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
一
般

職　

的
に
自
転
車
走
行
空
間
と
歩
行
者
通
行
空
間
を
物

,
　　　

理
的
に
分
離
す
る
手
法
が
、
本
市
を
は
じ
め
全
国

と　　

各
地
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

打
^

(写
真
ー
)･
-
方
、
歩
行
者
が
極
め
て
多
い
歩
道

鱗

な
ど
･
歩
行
者
と
自
転
車
の
物
理
的
な
分
離
が
難

翻

し
い
箇
所
で
の
整
備
手
法
が
課
題
と
な
っ
た
。

ま
た
･
自
転
車
は
自
在
性
の
高
い
乗
り
物
で
も

"讓

あ
り
、
幹
線
道
路
以
外
の
細
街
路
に
お
い
て
も
、

通
勤
通
学
時
間
を
中
心
に
、
多
く
の
自
転
車
が
車
道
部
を

自
動
車
と
混
在
し
な
が
ら
走
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

そ
の
対
策
も
必
要
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
、
物
理
的
な

分
離
が
困
難
な
広
幅
員
歩
道
部
及
び
細
街
路
の
車
道
部
に

お
け
る
自
転
車
走
行
空
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
･

ソ
フ
ト
両
面
で
検
討
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
･
宮
城
県

警
等
の
道
路
管
理
者
･
交
通
管
理
者
の
ほ
か
、
広
報
啓
発

担
当
部
署
や
地
元
商
店
街
代
表
等
か
ら
な
る
検
討
組
織

(社
の
都
の
ま
ち
な
か
自
転
車
走
行
実
験
実
行
委
員
会
)

図 2 実験箇所位置図



を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
平
成
一
八
年
度
国
土
交
通
省
道

路
局
の
社
会
実
験
に
採
択
さ
れ
、
平
成
一
八
年
三

月
八

日
か
ら
二
一
日
ま
で
の
一
四
日
間
、
東
二
番
丁
通

(国
道

四
号
)
と
東
三
番
丁
通

(市
道
東
三
番
丁
線
)
に
お
い
て

｢社
の
都
の
ま
ち
な
か
自
転
車
社
会
実
験
｣
を
実
施
し
た

(図
2
)。

四

自
転
車
走
行
“実
験
に
つ
い
て

1

東
二
番
丁
通

(国
道
四
号
)
に
お
け
る

自
転
車
降
車
等
に
関
す
る
実
験

=

基
本
方
針

自
転
車
走
行
空
間
と
歩
行
者
通
行
空
間
を
物
理
的
に
分

離
す
る
こ
と
が
難
し
い
歩
道
で
は
、
自
転
車
走
行
を
不
可

に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
で
は

通
常
自
動
車
交
通
量
も
多
く
、
車
道
上
で
自
転
車
走
行
空

間
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
自
転
車
迂

回
ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
新
た
な
問
題
も
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
歩
道
内
で
の
対
策
を
基
本
と
し
て
、
視
覚
的
な
分
離

に
よ
る
自
転
車
と
歩
行
者
と
の
通
行
空
間
分
離
及
び
、
特

に
歩
行
者
が
多
い
箇
所
で
の
自
転
車
降
車
誘
導
実
験
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
道
内
で
の
安
全
性
向
上
に
向
け

た
自
転
車
走
行
空
間
確
保
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
。

②

実
験
箇
所
の
選
定

仙
台
都
心
部
を
南
北
に
貫
い
て
い
る
東
二
番
丁
通
は
、

道
路
幅
員
約
五
0
m
、
歩
道
幅
員
片
側
約
九
m
の
直
轄
国

道
で
、
仙
台
都
心
部
と
周
辺
市
町
村
を
結
ぶ
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
路
線
と
し
て
自
動
車
交
通
量
が
非
常
に
多
い
路
線

で
、特
に
青
葉
通
か
ら
広
瀬
通
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

自
転
車
通
行
量
も
多
い
他
、
一
日
五
、
O
0
O
人
以
上
の

乗
降
客
数
が
あ
る
路
上
バ
ス
停
や
商
店
街
出
入
口
が
あ

り
、
歩
行
者
も
非
常
に
多
く
、
歩
行
者
と
自
転
車
と
の
交

錯
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
路
線
の
青
葉
通
以
南
に
つ
い
て
は
、
既
に

物
理
的
な
分
離
に
よ
る
自
転
車
走
行
空
間
整
備
が
実
施
さ

れ
て
い
る

(写
真
-
)
こ
と
か
ら
、
そ
の
連
続
性
を
確
保

す
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
東
二
番
丁
通
(国
道
四
号
)

の
青
葉
通
か
ら
広
瀬
通
ま
で
の
西
側
歩
道
約
二
二
0
m
を

実
験
箇
所
に
選
定
し
た
。

◎

実
験
実
施
概
要

青
葉
通
か
ら
マ
ー
ブ
ル
ロ
ー
ド
大
町
商
店
街

(ア
ー
ケ

ー
ド
街
)
入
口
ま
で
、
並
び
に
電
力
ビ
ル
前
バ
ス
停
か
ら

広
瀬
通
ま
で
の
合
計
約
七
0
m
は
、
歩
行
者
･
自
転
車
通

行
分
離
区
間
と
し
て
、
白
線
に
よ
り
歩
道
を
区
分
し
、
路

面
標
示
･
サ
イ
ン
看
板
等
の
設
置
に
よ
り
自
転
車
は
車
道

寄
り

･
歩
行
者
は
民
地
寄
り
を
通
行
す
る
よ
う
に
促
し

た
。
ま
た
、
そ
の
間
の
商
店
街
入
口
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の

約
一
五
0
m
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
降
車
区
間
と
し
て
、

音
声
案
内
や
路
面
標
示

･
サ
イ
ン
看
板
等
の
設
置
に
よ

り
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
自
転
車
を
降
り
て
通
行
す

る
よ
う
に
促
し
た

(図
3
、
写
真
2
)。

実
験
前
及
び
実
験
期
間
中
に
は
、
自
転
車
の
ル
ー
ル
に

　
　　　
　
　

　　　
　
　
　

　

仙
台
一
番
町

約 15 0 m

図 3 東二番丁における実験概要

実験実施区間 約 22 0m
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《実験前》

東二番丁における実験前 ･中の状況 (自転車降車区間)

関
す
る
チ
ラ
シ

(図
4
)
を
配
布
し
広
報
啓
発
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
者
を
は
じ
め
、
歩
行
者

･
バ

ス
停
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
自
転
車
降
車
率

･

走
行
遵
守
率

･
錯
綜
回
数
な
ど
の
現
地
調
査
を
実
施
し

た
。回

自
転
車
降
車
等
区
間
設
定
の
考
え
方

歩
行
者
･
自
転
車
通
行
分
離
区
間
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
歩
道
空
間
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
道
路
交
通
法

の
ル
ー
ル
で
あ
る
自
転
車
の
車
道
寄
り
走
行
と
併
せ
て
、

｢歩
行
者
は
民
地
寄
り
通
行
｣
と
い
う
歩
行
者
に
対
す
る

ル
ー
ル
を
設
定
し
て
、
分
離
誘
導
を
図
っ
た
。

降
車
区
間
の
設
定
に
当
た
っ
て
、
近
接
す
る
二
カ
所
の

　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　
2万円以下の圏錢覆齦は範囲} ‘鰡色術自転箪得駁富筋止様翰)

図 4 自転車ルールに関するチラシ (東二番丁)

対
策
を
そ
の
中
間
も
含
め
連
続

的
に
行
う
か
ど
う
か
が
問
題
と

な
っ
た
が
、
実
行
委
員
会
で
は
、

強
制
力
の
あ
る
交
通
規
制

(自

転
車
通
行
可
の
解
除
)
で
は
な

く
、
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る

ル
ー
ル

･
マ
ナ
ー
と
し
て
、
降

車
を
誘
導
す
る
取
組
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
簡
単
で
わ
か
り
や

す
い
内
容
の
ほ
う
が
利
用
者
の

協
力
を
得
や
す
い
と
の
考
え
か

ら
連
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
･

結
果
と
し
て
、
自
転
車
降
車
区

間
が
約
一
五
0
m
と
な
っ
た
。

◎

実
験
結
果
の
概
要

通
行
分
離
区
間
で
の
自
転
車
走
行
遵
守
率
は
平
均
で
七

一
%
、
ピ
ー
ク
時
で
は
九
三
%
と
高
く

(図
5
)、
歩
行

者
の
安
全
度
を
測
る
指
標
と
し
て
定
義
し
た
錯
綜
回
数
も

約
五
割
減
少
し
た

(図
6
)。
ま
た
、
自
転
車
降
車
区
間
↑

で
の
降
車
率
は
平
均
二
0
%
、
ピ
ー
ク
時
で
も
二
五
%
に

と
ど
ま
っ
た
が

(図
7
)、
錯
綜
回
数
は
実
験
前
と
比
べ

て
約
7
割
減
少
す
る
な
ど

(図
6
)、
両
区
間
で
歩
行
者

の
安
全
性
が
向
上
し
た
。

意
識
調
査
で
も
、
区
間
全
体
で
歩
行
者
の
半
数
以
上
の

方
が

｢安
全
性
が
向
上
し
た
｣
と
回
答
し
、
九
割
以
上
の

方
が
継
続
す
べ
き
意
向
を
示
し
、
今
回
の
取
組
み
に
つ
い

凝議滌滋博鱒リヒ鑓‘l珍し
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て
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
降
車
率
が
低
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
格

実
施
に
極
力
合
わ
せ
た
条
件
と
す
る
た
め
、実
験
期
間
中
、

現
地
で
の
直
接
呼
び
か
け
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
や
案
内
の
た
め
の
サ
イ
ン
看
板

･
路
面
標
示
が
小

さ
く
見
に
く
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
降
車
区
間
が
長
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

2

東
三
番
丁
通
に
お
け
る

し
か
し
な
が
ら
、
都
心
部
で
の
道
路
拡
幅
は
、
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
面
的
な
再
整
備
を
除
き
、
現
実
的
に
極

め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
専
用
道
を

設
置
す
る
の
で
は
な
く
、
路
肩
を
優
先
的
な
自
転
車
走
行

空
間
と
し
て
確
保
し
て
、
積
極
的
な
自
転
車
誘
導
実
験
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
車
道
部
内
で
の
安
全
な
自
転
車

自
転
車
走
行
レ
ー
ン
設
置
に
関
す
る
実
験

ゆ

実
験
の
基
本
方
針

一
般
的
に
自
転
車
が
安
全
に
走
行
で
き
る
空
間
を
確
保

す
る
た
め
の
最
良
の
方
策
は
、
用
地
買
収
等
に
よ
っ
て
道

路
を
拡
幅
し
、
道
路
構
造
令
の
基
準
を
満
た
し
た
自
転
車

る
こ
と
で
あ
る
。

る
こ
と
と
し
た
。
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図 8 東三番丁における実験概要
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雙東三番丁における実験前 ･中の状況 (自転車走行レーン)
　
　
峡
写

②

実
験
箇
所
の
選
定

東
三
番
丁
通
は
、
東
二
番
丁
通

(国
道
四
号
)
の
東
側

を
平
行
す
る
道
路
幅
員
約
八
･
五
m
の
細
街
路
で
、
南
部

の
都
心
周
辺
住
宅
地
と
仙
台
合
同
庁
舎
･
宮
城
県
庁
な
ど

の
官
公
庁
街
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯

を
中
心
に
自
転
車
利
用
者
の
多
い
路
線
で
あ
る
。

同
路
線
は
車
道
幅
員
五
･
五
m
(歩
道
幅
員
片
側
一
･

五
m
)
で
、
自
動
車
は
北
進
方
向
の
一
方
通
行
規
制
に
な

っ
て
お
り
、
南
側
の
二
街
区
で
は
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
路
上
駐
車
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
細
街
路
の
中
で
も
自
転
車
利
用
者
が
多
い
こ
と

や
、
細
街
路
の
典
型
的
な
断
面
構
成
と
し
て
成
果
が
他
路

線
に
反
映
し
や
す
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
付
近
に
民
間
駐

車
場
が
あ
り
、
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
休
止
に
よ
る
同
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、

東
三
番
丁
通
の
北
目
町
通
か
ら
南
町
通
ま
で
の
約
三
四
0

m
を
実
験
箇
所
に
選
定
し
た
。

③

実
験
実
施
概
要

実
験
区
間
に
お
い
て
、
白
線
に
よ
り
車
道
部
分
を
自
動

車
走
行
空
間
と
自
転
車
走
行
レ
ー
ン
に
区
分
し
て
、
路
面

標
示
設
置
や
サ
イ
ン
看
板
等
の
設
置
に
よ
り
、
自
転
車
の

走
行
空
間
確
保
を
図
っ
た

(図
8
、
写
真
3
)。
ま
た
、

パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー

(実
験
期
間
中
休
止
)
が
設
置
さ

れ
て
い
る
南
側
二
街
区
の
約
二
二
0
m
区
間
に
つ
い
て

は
、
白
線
上
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ポ
ー
ル
を
設
置
し
、
物
理
的

な
分
離
を
行
っ
た

(写
真
4
)。

朝
市
商



《実験中》

写真 4 東三番丁における実験前 ･中の状況
(セーフティポール設置区間)

龍
一雌 蘂蟻鱸 塗。

鯖民地 胸 (4)讓 端 東二
番
丁
通
の
実
験
と
同
様
、
実
験
前
及
び
実
験
期
間

中
に
自
転
車
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
チ
ラ
シ

(図
9
)
を
配

布
し
、
広
報
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
自
転
車
利
用

者
、
歩
行
者
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
走
行
遵
守

率
･
錯
綜
回
数
な
ど
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

燭

自
転
車
走
行
レ
ー
ン
設
置
の
考
え
方

自
動
車
走
行
空
間
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
最
低
限
、
道

路
構
造
令
を
満
足
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
験
箇

一部区間 歩迩 卑遡
ポール設置

　 　 　 　 　 　　
　　　 　 　　 　

l.5mm l,35m r三 2,76m l 1薊　 　 　　　　　 　 　 　
　　　　　　

図10 実験中の幅員構成

全幅質 8.5m

饅離臨裟鯆遡博轉リセ灘月鬱しょうI
' !翁

写真 5 自転車ルールに関するチラシ (東三番丁)

《実験前》



所
の
状
況
か
ら
適
用
で
き
る
最
低
幅
員
と
し
て
小
型
道
路

の
基
準
で
あ
る
幅
員
二
･
七
五
m
を
採
用
し
た
。
ま
た
、

残
存
幅
員
を
両
側
に
配
分
し
て
方
向
別
の
自
転
車
走
行
レ

ー
ン
と
す
る
際
に
は
、
自
動
車
が
北
進
方
向
の
一
方
通
行

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
面
す
る
こ
と
に
な
る
南
進
方
向
の

自
転
車
走
行
レ
ー
ン
を
若
干
広
く
設
定
し
た

(北
進
方
向

一
･
三
五
m
、
南
進
方
向
一
･
四
m
)
(図
笹
)。

な
お
、
自
転
車
走
行
レ
ー
ン
は
専
用
道
で
は
な
く
、
交

通
規
制
上
、
自
動
車
の
レ
ー
ン
進
入
を
排
除
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ポ
ー
ル
の
設
置
は
約

一
六

m
間
隔

と
し
た
。
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図11 自転車走行レーン遵守率 (南進)
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実
験
結
果
の
概
要

自
転
車
走
行
レ
ー
ン
の
南
進
方
向
遵
守
率
が
平
均
八

五
%
と
非
常
に
高
く

(図
船
)、
錯
綜
回
数
は
実
験
前
と

比
べ
て
七
割
程
度
減
少
す
る
な
ど

(図
俊
)、
自
転
車
利

用
者
の
安
全
性
が
著
し
く
向
上
し
た
。
ま
た
、
自
転
車
の

走
行
速
度
も
最
大
二
蹴
/
h
程
度
上
昇
し

(図
倦
)、
自

転
車
走
行
の
快
適
性
も
向
上
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ポ
ー
ル
を

設
置
し
た
区
間
で
は
、
未
設
置
区
間
と
比
べ
て
、
駐
停
車

車
両
が
大
き
く
減
少
し
た

(図
巴
。

意
識
調
査
で
は
、
自
転
車
利
用
者
の
約
八
割
の
方
が

｢安
全
性
、
快
適
性
が
向
上
し
た
｣
と
回
答
し
て
お
り
、

前

中

験

験

実

美

図

口

ま
た
、
歩
行
者
に
関
し
て
は
、
約
四
割
の
方
が

｢安
全
性

が
向
上
し
た
｣
と
回
答
し
、
七
割
以
上
の
方
が
走
行
レ
ー

ン
設
置
の
取
組
み
を
継
続
す
べ
き
意
向
を
示
す
等
、
今
回

の
取
組
み
に
つ
い
て
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

な
お
、
市
民
か
ら
休
止
し
た
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
に

対
す
る
苦
情
や
問
合
せ
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
実
験
箇
所
の
よ
う
な
道
路
外
で
の
駐
車
供
給
量
の

高
い
地
区
で
は
、
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
か
ら
自
転
車
走

行
レ
ー
ン
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
方
向
別
遵
守
率
を
比
べ
る
と
、
北
進
方
向
が
南

ト鰺
総べ に斧斧須範/
● 1｣

f

塀
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図13 ポール設置区間における自転車の走行速度
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れ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
自
転
車
利
用
者
か
ら
長
す
ぎ
る
と

の
意
見
が
多
か
っ
た
自
転
車
降
車
区
間
や
、
レ
ー
ン
内
で

の
駐
停
車
車
両
に
よ
る
自
転
車
通
行
の
阻
害
な
ど
、
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
視
覚
的
な
分

離
の
た
め
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
や
わ
か
り
や
す
い
路
面
標

示

･
サ
イ
ン
看
板
の
設
置
な
ど
施
設
整
備

(図
倦
･
g

と
自
転
車
走
行
に
関
す
る
ル
ー
ル
･
マ
ナ
ー
啓
発
活
動
の

強
化
な
ど
の
取
組
み
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
一

層
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
捉
え
、
最
終
的
に
、
こ

れ
ら
の
取
組
み
を
自
転
車
走
行
に
お
け
る
整
備
の
あ
り
方

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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穴

お
わ
り
に

今
回
の
社
会
実
験
や
整
備
の
あ
り
方
の
取
り
ま
と
め
に

当
た
っ
て
は
、
都
心
部
に
お
い
て
自
転
車
道
整
備
に
伴
う

新
た
な
道
路
空
間
確
保
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
交
通
規
制
に
よ
る
強
制
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
･
マ
ナ

ー
に
よ
る
誘
導
を
取
組
み
の
基
本
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
自
転
車
利
用
者
の
ル
ー
ル
遵
守
及
び
マ
ナ
ー
向
上
が

重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
全
体
の
自
転
車
走

行
に
対
す
る
理
解
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
関
係
行
政
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
、
施
設
整
備
と

合
わ
せ
た
効
果
的
な
広
報
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

路
上
駐
停
車
台
数
公
ロ)

進
方
向
よ
り
も
低
い
値

(平
均
四
一
%
)
を
示
し
て
お
り

(図
態
、
そ
の
要
因
と
し
て
主
に
自
転
車
走
行
レ
ー
ン
内

で
の
駐
停
車
車
両
に
よ
る
走
行
阻
害
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

少
数
の
駐
停
車
車
両
で
あ
っ
て
も
、
自
転
車
走
行
に
は
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

五

実
験
後
の
展
開

今
回
の
実
験
で
は
、
歩
行
者

自
転
車
と
も
非
常
に
多

く
、
交
錯
に
よ
る
危
険
性
が
高
い
歩
道
で
は
、
歩
行
者
と

自
転
車
の
通
行
空
間
の
視
覚
的
な
分
離
や
自
転
車
の
降
車

通
行
な
ど
歩
道
内
で
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま

た
、
自
転
車
交
通
量
の
多
い
細
街
路
で
は
、
パ
ー
キ
ン
グ

メ
ー
タ
ー
の
活
用
も
含
め
、
既
存
の
車
道
空
間
を
効
率
よ

く
自
動
車
走
行
と
自
転
車
走
行
を
区
分
す
る
こ
と
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
歩
道
空
間
や
車
道
空
間
で
あ
っ
て
も
、
歩

行
者
の
安
全
性
向
上
と
自
転
車
の
走
行
環
境
改
善
が
図
ら
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とに応じ、可能
あればセーフティポール等による
物理的な遊行空間の分離を図る

図17 細街路での施設整備イメージ
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